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震
災
直
後
か
ら
幾
度
も
能
登
に
足

を
運
び
、
塗
師
さ
ん
た
ち
の
支
援

に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
た
当
組
合
賛

助
会
員
で
鞘
師
の
森
井
敦
央
氏
に

も
立
ち
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
製
作
に
当
た
っ

た
石
蔵
建
築
に
お
か
れ
て
は
、
当

組
合
の
趣
旨
に
特
に
賛
同
を
頂

き
、
別
に
小
型
の
組
立
式
漆
室
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
素

晴
ら
し
い
出
来
で
、
こ
れ
か
ら
ま

た
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
け
ま
す
」

と
の
力
強
い
言
葉
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
日
、
塗
師
の
北

村
竜
治
氏
か
ら
は
丁
重
な
お
礼
の

書
簡
も
頂
き
ま
し
た
（
別
掲
）。

　
そ
の
後
、
九
月
下
旬
に
は
能
登

地
方
を
記
録
的
な
豪
雨
が
襲
い
、

特
に
輪
島
市
・
珠
洲
市
・
能
登
町

な
ど
で
は
重
ね
て
甚
大
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
現
地
で
は
今
も
復

興
が
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
住
民

の
方
々
は
日
々
の
生
活
に
も
大
変

な
ご
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
・
賛
助
会
員
の
皆
さ
ま

に
は
、
継
続
し
て
力
強
い
ご
支
援

を
あ
ら
た
め
て
お
願
い
し
ま
す
。
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一
月
一
日
十
六
時
十
分
、
石
川

県
能
登
半
島
を
中
心
に
大
き
な
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七･

六
、
輪
島
市
と
羽は

咋く
い

郡
志

賀
町
で
最
大
震
度
七
を
観
測
、
日

本
海
沿
岸
の
広
範
囲
で
津
波
が
観

測
さ
れ
た
ほ
か
、
土
砂
災
害
、
液

状
化
現
象
、
家
屋
の
倒
壊
、
火
災

が
相
次
ぎ
、
交
通
網
も
寸
断
さ
れ

る
な
ど
、
奥
能
登
地
域
を
中
心
に

北
陸
地
方
の
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
輪
島
市
の
観
光
名
所
「
朝
市
通

り
」
で
は
、
地
震
に
よ
り
発
生
し

た
火
災
で
二
百
棟
以
上
が
焼
け
、

一
帯
の
お
よ
そ
五
万
平
方
メ
ー
ト

ル
が
焼
失
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
、
内
外
か
ら

被
災
地
の
復
興
を
支
援
す
る
声
が

上
が
り
、広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
で
は
、

東
北
大
震
災
の
際
の
支
援
事
例
な

ど
も
勘
案
し
つ
つ
、
こ
の
度
の
具

体
的
な
支
援
策
の
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。

　
わ
が
国
有
数
の
漆
芸
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る
輪
島
の
地
に
は
、

多
く
の
塗
師
が
い
て
、
漆
芸
工
房

が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
刀
剣

業
界
に
も
縁
の
あ
る
作
家
や
職
人

た
ち
は
幸
い
、
家
族
を
含
め
無
事

は
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
家
屋
の

崩
壊
な
ど
に
よ
り
道
具
類
が
全
て

失
わ
れ
、
一
切
の
活
動
が
で
き
な

い
深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
の
報
告

が
届
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
当
組
合
で
は

支
援
策
と
し
て
直
ち
に
、
漆
芸
の

仕
事
に
不
可
欠
で
あ
る
漆う

る
し
む
ろ室

（
塗

師
風
呂
）
の
寄
贈
を
決
定
し
、
専

門
の
業
者
で
あ
る
石
蔵
建
築
に
製

作
発
注
し
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
漆
製
品
は

限
ら
れ
た
条
件
の
下
で
な
い
と
完

成
し
ま
せ
ん
。
そ
の
乾
固
に
最
適

な
条
件
は
、温
度
二
〇
～
二
五
℃
、

湿
度
七
〇
～
八
〇
％
で
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
環
境
を
保
つ

の
が
、
精
緻
に
設
計
さ
れ
た
漆
室

で
す
。

　
五
月
十
日
、
加
賀
市
に
所
在
す

る
石
蔵
建
築
工
場
に
お
い
て
、
当

組
合
を
代
表
し
て
飯
田
慶
雄
理
事

か
ら
、
漆
芸
家
・
古
原
秀
樹
氏
ら
に

完
成
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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今
回
の
寄
贈
支
援
を
仲
介
さ
れ
た
鞘
師

の
森
井
敦
央
氏
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ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
思
い
も
よ
ら

な
い
発
見
を
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と

は
誰
し
も
少
な
か
ら
ず
経
験
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
書
の
著

者
・
酒
井
元
樹
氏
も
そ
ん
な
経
験
を

し
て
い
る
。

　
酒
井
氏
は
二
〇
一
二
年
秋
、
勤
務

先
の
東
京
国
立
博
物
館
で
、
気
に
な

る
短
刀
と
出
会
っ
た
。
地
鉄
と
刃
文

が
美
し
い
作
…
し
か
し
、
な
ぜ
か
ほ

と
ん
ど
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
酒

井
氏
は
ふ
と
気
に
な
っ
て
『
享
保
名

物
帳
』
を
開
い
て
み
た
。
す
る
と
そ

の
短
刀
、
何
と
尾
張
徳
川
家
伝
来
の

名
物
岡
山
藤
四
郎
吉
光
と
銘
・
長
さ
・

刀
身
彫
刻
、
す
べ
て
が
一
致
す
る
で

は
な
い
か
！
　
大
発
見
で
あ
る
。

　
酒
井
氏
は
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
『
享

保
名
物
帳
』
に
関
心
を
持
っ
た
の
だ

と
い
う
。

　『
享
保
名
物
帳
』、
刀
剣
界
で
は
知

ら
な
い
人
が
い
な
い
ほ
ど
の
有
名
な

文
献
で
あ
る
。
だ
が
、
酒
井
氏
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
謎
の
多
い
史
料
も

ま
た
珍
し
い
と
い
う
。
何
し
ろ
原
本

が
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い

し
、
写
本
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
し
か

も
お
の
お
の
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

　
酒
井
氏
は
そ
れ
ら
を
分
析
・
整
理

し
、
主
要
な
写
本
Ａ
類
・
Ｂ
類
・
Ｃ

類
に
分
け
、
そ
の
成
り
立
ち
、
写
本

を
形
成
し
て
い
っ
た
人
々
、
そ
し
て

当
時
の
人
々
の
刀
剣
に
対
す
る
見
方
、

接
し
方
、
と
り
わ
け
名
物
刀
剣
に
対

す
る
、
当
時
の
武
家
に
お
け
る
意
識

…
そ
れ
ら
を
酒
井
氏
は
博
物
館
の
人

ら
し
い
視
点
と
研
究
方
法
で
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
い
る
。

　
酒
井
氏
の
名
物
帳
の
研
究
で
、
八

代
将
軍
吉
宗
の
特
異
な
性
質
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
吉
宗
は
大
名
家

所
蔵
の
刀
の
号
の
由
来
や
歴
史
的
由

緒
の
あ
る
甲
冑
に
つ
い
て
、
家
臣
を

派
遣
し
、
調
査
に
当
た
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
家
康
を
は
じ
め
と
し
て
将
軍
や
大

名
た
ち
の
、
刀
や
武
器
・
武
具
へ
の

関
心
は
も
ち
ろ
ん
高
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
だ
が
、わ
ざ
わ
ざ
他
家
の
武
器
・

武
具
の
伝
来
・
来
歴
・
名
前
の
由
来

な
ど
の
調
査
に
執
念
を
燃
や
し
た
吉

宗
の
よ
う
な
人
は
、
当
時
、
珍
し
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
う
い
え
ば
、
以
前
、
吉
宗
が
文

化
政
策
に
も
力
を
入
れ
、
紅
葉
山
文

庫
の
書
籍
・
文
献
の
整
理
に
も
取
り
組
ん

で
い
た
と
の
研
究
に
触
れ
た
（
上
條
静
香

「
徳
川
将
軍
家
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
紅
葉

山
文
庫
│
吉
宗
政
権
期
を
中
心
に
│
」『
学

習
院
史
学
』
55
号
）。
吉
宗
は
や
は
り
特

別
な
将
軍
だ
っ
た
わ
け
で
、
名
刀
の
来
歴

を
明
ら
か
に
す
る
調
査
、
そ
し
て
本
書
で

は
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、

大
名
の
領
地
の
有
力
刀
工
の
作
品
を
提
出

さ
せ
て
審
査
し
、
最
優
秀
作
を
選
び
、
そ

の
刀
工
に
御
前
打
ち
を
さ
せ
た
の
も
、
吉

宗
な
れ
ば
こ
そ
、
な
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。
一
読
を

お
勧
め
す
る
。
た
だ
し
、
刀
工
の
逸
話
、

刀
の
見
所
、
鑑
定
の
要
点
な
ど
は
一
切
書

か
れ
て
は
い
な
い
。刀
の
本
と
い
う
よ
り
、

『
名
物
帳
』
を
素
材
に
し
た
歴
史
の
本
。

い
か
に
も
吉
川
弘
文
館
好
み
の
一
冊
で
は

あ
る
。

　
実
の
所
、
こ
の
本
を
読
む
少
し
前
、『
享

保
名
物
帳
』
と
刀
に
関
す
る
衝
撃
的
な
論

文
を
読
ん
だ
ば
か
り
だ
っ
た
。
本
書
の
参

考
文
献
に
も
お
名
前
の
見
え
る
吉
原
弘
道

教
授（
九
州
産
業
大
学
）の
、『
七
隅
史
学
』

第
26
号
の
論
文
。
題
が
す
ご
い
！
　「
新
発

見
の
押
形
と
文
献
史
料
に
よ
る
名
物
刀
剣

『
島
津
正
宗
』
の
再
検
討
―
本
物
の
名
物

刀
剣『
島
津
正
宗
』の
発
見
―
」で
あ
る
。

　『
享
保
名
物
帳
』
所
載
の
島
津
正
宗
は
、

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
正
宗
で
あ
る
と

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
発
表
し
た

の
は
「
新
進
気
鋭
の
刀
剣
研
究
家
」
と
し

て
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
大
人
気
だ
っ
た
Ｓ

氏
。
だ
が
、
吉
原
先
生
の
研
究
に
よ
り
、

本
当
の
島
津
正
宗
は
、
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
財

団
所
蔵
の
正
宗
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
し
か
も
Ｓ
氏
が
根
拠
と
し
た
『
継
平
押

形
』
は
、
吉
原
先
生
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
江
戸
中
期
の
書
で
は
な
く
、
後

期
に
成
立
し
た
偽
書
だ
と
い
う
。
と
な
る

と
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
正
宗
は
一
体
…
。

　
吉
原
先
生
の
論
考
は
、
九
州
産
業
大
学

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
『
研
究
紀
要
』
14
号

の
論
文
と
と
も
に
三
部
作
で
あ
る
。
ご
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
酒
井
元
樹
（
さ
か
い
・
も
と
き
）
一
九

八
〇
年
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
東
京
芸
術
大

学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

東
京
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員
。
主
要
論

文「
名
物『
岡
山
藤
四
郎
』に
つ
い
て
」「
鎌

倉
時
代
に
お
け
る
刀
身
彫
刻
の
研
究
」「
刀

剣
鑑
賞
の
歴
史
」「
い
わ
ゆ
る
『
享
保
名

物
帳
』
に
関
す
る
一
考
察
―
島
根
・
和
鋼

博
物
館
保
管
『
名
物
扣
』
影
印
・
翻
刻
」

ブック・レビュー　BOOK REVIEW
﹃
享
保
名
物
帳
﹄と
将
軍
吉
宗
の
実
像

『
名
物
刀
剣
　武
器
・
美
・
権
威
』

酒
井
元
樹
著

　定
価
一
九
八
〇
円︵
税
込
み
︶
　吉
川
弘
文
館

　
表
題
資
料
を
入
手
し
た
の
で
、
皆
さ

ま
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦

時
中
の
刀
剣
界
を
知
る
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
平
成
三
十
年
秋
に
京
都
国
立
博
物
館

に
お
い
て
特
別
展
「
京
の
か
た
な
」
が

開
催
さ
れ
、
当
時
の
刀
剣
ブ
ー
ム
も
背

景
に
大
い
に
賑
わ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
館
内
は
も
ち
ろ

ん
、
京
都
駅
か
ら
京
博
ま
で
多
く
の
人

が
並
ん
だ
時
間
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
そ
の
図
録
の
主
要
参
考
文
献
（
書
籍

の
二
番
目
）
に
、
恩
賜
京
都
博
物
館
編

纂
に
な
る
『
山
城
物
刀
剣
図
譜
』（
一
九

四
六
年
）
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、
都
内

の
某
刀
剣
店
の
展
示
即
売
会
に
こ
の
図

譜
の
所
載
刀
と
原
本
が
出
品
さ
れ
、
入

手
し
ま
し
た
。
お
店
で
は
所
載
刀
が
主

で
図
譜
は
副
の
扱
い
で
し
た
が
、
個
人

的
に
は
こ
の
図
譜
が
主
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
図
譜
は
昭
和
十
八
年
十
月
十
五

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
同
博
物
館
で
開

催
さ
れ
た
「
山
城
物
刀
剣
特
別
展
観
」

を
記
念
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
、
戦

後
の
二
十
一
年
六
月
に
定
価
二
百
円
で

京
都
印
書
館
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
図
譜
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
展
観

は
「
…
当
館
に
て
は
時
代
の
要
求
を
察

し
、
我
が
郷
土
に
於
い
て
発
達
し
た
所

の
山
城
物
の
顕
彰
を
期
し
、
併
せ
て
斯

界
発
達
の
参
考
に
供
す
る
為
」
と
あ
り

ま
す
。
太
平
洋
戦
争
中

（
注
）

に
こ
の
よ
う
な

特
別
展
観
が
恩
賜
京
博
で
開
催
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
驚
き
で
す
。
さ
す
が
京
都

で
す
。

　
図
譜
は
序
、
山
城
物
刀
剣
の
歴
史
、
山

城
物
刀
匠
史
、
出
陳
刀
剣
の
略
説（
恩
賜

京
博
鑑
査
員
の
松
田
恒
二
朗
が
執
筆
）、

出
陳
刀
剣
の
写
真
と
押
形
で
構
成
さ
れ

る
Ｂ
４
判
・
二
三
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る

大
著
で
す
。
所
載
品
は
菊
御
作
を
筆
頭

に
、
三
条
、
粟
田
口
、
来
、
了
戒
・
信

国
、
長
谷
部
、
平
安
城
、
達
磨
、
埋
忠
、

堀
川
、
三
品
と
続
き
、
明
治
二
年
紀
の

天
龍
子
正
隆
ま
で
あ
り
ま
す
。
合
計
九

四
点
の
う
ち
、
当
時
の
国
宝
一
四
点
、

重
美
二
一
点
が
所
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
法
は
昭
和
二
十
五
年
八

月
の
施
行
で
す
か
ら
、
国
宝
は
今
で
い

う
旧
国
宝
で
あ
り
、
重
文
・
特
重
・
重

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
陳
は
各
地
の
神

社
仏
閣
か
ら
二
六
点
、
帝
室
博
物
館
か

ら
八
点
、
個
人
か
ら
六
〇
点
で
す
。
個

人
で
は
細
川
護
立
氏
、
河
瀬
虎
三
郎
氏

の
お
名
前
も
あ
り
ま
す
。ち
な
み
に「
京

の
か
た
な
」
展
で
は
合
計
一
七
〇
点
の

う
ち
、
国
宝
一
九
点
、
重
文
六
一
点
が

出
展
さ
れ
ま
し
た
。
戦
中
と
い
う
時
代

背
景
も
考
慮
す
れ
ば
立
派
な
特
別
展
観

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
戦
後
に
こ
の
図
譜
が
発
行
さ
れ
、
日

本
刀
を
武
器
と
考
え
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
刀
狩

り
を
経
て
美
術
刀
剣
の
概
念
が
成
立

し
、
今
わ
れ
わ
れ
が
日
本
刀
を
売
買
・

所
有
で
き
る
礎
の
一
助
に
な
っ
た
の
で

は
と
愚
考
す
る
次
第
で
す
。
あ
ら
た
め

て
先
人
・
先
輩
に
感
謝
で
す
。

　
本
展
に
出
陳
さ
れ
た
国
宝
は
次
の
お

刀
で
す
。
三
条
、
吉
家
、
粟
田
口
国
光
、

粟
田
口
吉
光
三
点
、
綾
小
路
、
来
国
行
、

来
国
俊
、
来
国
光
、
来
国
長
、
出
羽
大

掾
国
路
三
点
の
一
四
点
で
す
。
国
路
は

八
坂
神
社
蔵
で
徳
川
家
綱
の
寄
進
に
よ

る
も
の
。
祇
園
社
御
太
刀
の
裏
銘
あ
る

長
大
な
太
刀
で
す
。

（
刀
剣
愛
好
家
鈴
木
光
寿
）

（
注
）
昭
和
十
八
年
十
月
に
は
出
陣
学
徒
壮
行

会
が
秋
雨
の
明
治
神
宮
外
苑
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

吉原弘道氏の各論文表紙

﹃
山
城
物
刀
剣
図
譜
﹄

戦
中
に
開
催
さ
れ
︑戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
名
刀
集

『山城物刀剣図譜』の表紙と奥付

資料
紹介
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篠
山
城
址
を
見
に
行
く

　「
篠さ

さ

山や
ま

城
」
と
言
っ
て
も
、
知
ら
な

い
方
が
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
小
生
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
所
在

す
る
丹
波
篠
山
市
は
京
都
市
の
西
隣
で

大
阪
・
兵
庫
の
関
西
二
府
県
に
も
隣
接

し
て
お
り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の

顔
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
今
回
は
、
い
つ
も
の
鑑
定
会
の

閑
な
時
間
帯
に
、
お
城
の
外
側
に
あ
る

城
下
町
や
商
家
群
を
ゆ
っ
く
り
拝
見
す

る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
実
は
中
高
時
代
の
仲
間
四
人
で
の

旅
で
、
そ
の
一
番
の
目
的
は
、
ジ
ビ
エ

料
理
の
猪
鍋
を
頂
く
こ
と
で
し
た
。
そ

こ
に
、
篠
山
城
址
が
ま
さ
に
あ
っ
て
く

れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
篠
山
城
は
慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
）

徳
川
家
康
の
命
令
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ

た
天
下
普
請
の
城
で
す
。
縄
張
り
（
設

計
）
は
、先
例
が
数
多
あ
る
築
城
名
人
・

藤
堂
高
虎
。

　
家
康
は
関
ケ
原
の
合
戦
に
勝
利
し
、

江
戸
幕
府
を
開
い
た
が
、
い
ま
だ
大
坂

城
に
は
豊
臣
秀
頼
が
健
在
で
あ
り
、
豊

臣
恩
顧
の
大
名
た
ち
は
強
い
勢
力
を

保
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
家
康
は
、
豊
臣

方
の
財
力
を
削
ぐ
と
と
も
に
、
大
坂
城

包
囲
網
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
山
陰

道
が
通
る
要
衝
の
地
で
あ
る
篠
山
に
城

を
築
く
こ
と
を
決
め
た
。
築
城
に
は
丹

波
以
西
の
十
五
カ
国
の
外
様
大
名
か
ら

延
べ
八
万
人
も
の
人
夫
を
出
さ
せ
、
着

工
か
ら
半
年
で
完
成
さ
せ
た
。
も
の
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
築
城
で
あ
る
。

　
ま
た
初
代
城
主
と
し
て
、
家
康
の
実

子
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
松
平

康
重
を
入
城
さ
せ
た
。
康
重
は
大
坂
冬

の
陣
・
夏
の
陣
に
篠
山
城
か
ら
出
陣
し

て
い
る
。
篠
山
城
の
築
城
は
、
ま
さ
に

家
康
の
思
惑
通
り
の
結
果
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
る
。

　
篠
山
城
は
笹
山
と
い
う
小
山
を
利
用

し
た
平
山
城
で
あ
り
、
別
名
を
桐
ケ
城

と
言
う
。
天
守
台
の
あ
る
本
丸
を
中
心

に
、
二
の
丸
、
内
堀
、
三
の
丸
、
外
堀

を
配
置
し
、
外
堀
の
三
方
に
は
馬う

ま

出だ
し

を

設
け
て
い
る
。
こ
の
三
方
に
馬
出
と
い

う
の
が
藤
堂
高
虎
の
狙
い
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
城
郭
は
一
辺
約
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
と
規
模
は
さ
し
て
大
き
く
は
な
い

が
、
外
堀
の
最
大
幅
は
約
四
五
メ
ー
ト

ル
と
破
格
で
あ
る
。
何
し
ろ
大
坂
城
の

十
分
の
一
程
度
の
広
さ
な
の
に
、
大
坂

城
の
一
番
狭
い
外
堀
幅
約
四
〇
メ
ー
ト

ル
を
し
の
ぐ
の
だ
か
ら
（
最
大
幅
は
一

二
〇
メ
ー
ト
ル
と
伝
え
ら
れ
る
）。
三

方
馬
出
同
様
、
実
戦
、
と
り
わ
け
防
御

能
力
の
強
化
に
徹
し
た
城
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

　
城
郭
の
中
枢
と
な
る
天
守
は
、
用
材

を
準
備
し
な
が
ら
築
か
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
家
康

が
「
天
守
は
人
目
に
立
っ
て
敵
方
の
狙

い
に
な
る
だ
け
で
あ
る
」
と
命
じ
た
な

ど
諸
説
あ
る
が
、
大
坂
夏
の
陣
以
後
、

天
守
付
き
の
城
と
し
て
築
城
さ
れ
た
の

は
わ
ず
か
に
五
城
。
そ
の
う
ち
三
城
は

幕
府
の
方
針
で
築
城
し
た
も
の
で
あ
り
、

既
に
天
守
を
造
る
こ
と
自
体
が
不
要
に

な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
大
坂
夏
の
陣
か
ら

三
十
七
年
後
に
江
戸
城
が
全
焼
し
た

折
、
家
康
の
孫
で
あ
る
会
津
藩
初
代
藩

主
・
保
科
正
之
が
天
守
再
建
に
反
対
し

た
の
も
む
べ
な
る
か
な
、
と
思
う
の
で

す
が
、
考
え
す
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

　
と
に
か
く
、
た
ま
た
ま
篠
山
城
址
を

見
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
猪
鍋
も
最
高
で
す
よ
。（持

田
具
宏
）

篠山城の全容
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　「
大
刀
剣
市
」
の
進
捗
状
況
で
す
。

今
年
の
参
加
店
舗
数
は
六
十
九
。
開
催

日
数
は
昨
年
を
継
承
し
二
日
間
。
十
一

月
一
日
は
搬
入
日
で
、
同
二
日
が
十
一

～
十
七
時
、
三
日
が
十
一
～
十
六
時
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
休
憩
室
が
三
階
に
も
設
け
ら

れ
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
利
用
で
き
ま
す
。

昨
年
、
唯
一
の
問
題
点
と
さ
れ
た
初
日

オ
ー
プ
ン
時
の
入
場
者
の
行
列
は
、
今

年
は
会
場
の
東
京
美
術
倶
楽
部
で
当
日

一
・
二
階
の
利
用
が
な
い
た
め
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
の
入
場
と
併
せ
、
階
段
の

利
用
が
可
能
で
す
。
三
階
・
四
階
両
会

場
に
受
付
を
設
け
、
こ
れ
ら
に
よ
り
混

雑
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
ま
だ
課
題

を
残
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ム
ー
ズ
さ
を

考
慮
し
、バ
ー
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
入
場
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
弁
当
販
売
も
昨
年
の
出
店

業
者
三
社
に
依
頼
し
、
そ
れ
ぞ
れ
色
よ

い
お
返
事
を
頂
き
ま
し
た
。

　
大
刀
剣
市
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

つ
ま
り
集
団
の
管
理
と
い
う
も
の
は
、

参
加
者
に
ル
ー
ル
を
厳
格
に
適
用
し
運

営
す
れ
ば
、
乱
れ
は
生
じ
ま
せ
ん
。
か

つ
て
は
組
織
と
い
う
も
の
が
主
で
あ

り
、
個
は
従
で
し
た
。
し
か
し
、
社
会

の
成
熟
に
つ
れ
、
個
が
主
、
組
織
が
従

が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
組
合
」
は
ま
さ
し
く
個
が
主
で
あ
る

べ
き
姿
の
は
ず
で
す
。

　
大
刀
剣
市
は
六
十
九
も
の
個
の
集
合

体
で
す
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
管
理
の
必

要
性
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
ル
ー
ル
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
必
要
最
低
限
に
と
ど
め
て

い
ま
す
。
不
自
由
を
感
じ
な
い
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
球
技
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
選
手

権
で
よ
く
聞
く
言
葉
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」。

こ
れ
は
チ
ー
ム
に
貢
献
す
る
一
メ
ン

バ
ー
、
一
メ
ン
バ
ー
を
支
え
る
全
員
、

と
双
方
の
立
場
を
表
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
刀
剣
組
合
も
こ
の
精
神
で
、
一
年

で
一
番
大
き
い
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
無
事

に
乗
り
越
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。�

（
実
行
委
員
長�

綱
取
譲
一
）

「
大
刀
剣
市
2
0
2
4
」は

�

11
月
２
･
３
日
に
開
催

　〈
訃
報
〉

■
濱
崎
善
弘
氏

　
当
組
合
の
組
合
員
、
濱
崎
善
弘
氏
が

八
月
二
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
八
十
歳
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

■
瀬
戸
美
幸
様

　
当
組
合
の
組
合
員
、
瀬
戸
泰
二
氏
の

ご
令
室
美
幸
様
が
八
月
二
十
六
日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
六
十
一
歳
。
こ

こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　〈
訂
正
〉

■
『
全
刀
商
』
第
33
号
の
広
告
中
、
月

山
貞
利
氏
の
住
所
表
記
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
「
奈
良
県
桜
井
市

大
字
茅
原
２
２
８-

８
」
で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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FAX 03-3434-4324

伊波賢一 Ken-ichi Inami
㈱ 日 本 刀 剣

〒161-0033
東京都新宿区下落合3-17-33
TEL 03-3951-3312
FAX 03-3951-3615

http://www.iidakoendo.com

刀剣・小道具・甲冑武具

飯田高遠堂目白

代表取締役 飯 田 慶 雄

ア
オ
バ
企
画
㈱

〒
１
３
０
–
０
０
１
２

墨
田
区
大
平
四
–
一
九
–
二
–
一
三
○
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
五
一

メ
ー
ル

　

aobakk@
pj8.so-net.ne.jp

高 

橋   

一

〒
５
２
９
–
１
３
１
５

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
沓
掛
80
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
７
４
９
–
４
２
–
２
７
３
６

携
帯

　０
９
０
–
３
１
６
２
–
７
６
４
１

http://w
w
w
.goushuya-nihontou.com

小
暮  
曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

美
術
刀
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、
小
道
具
、
武
具
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の
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、
加
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及
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御
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大
阪
市
中
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

　「
読
書
の
秋
」
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
読
ま
れ
て
い
る
方
は

想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。

　
私
は
、
読
書
が
大
好
き
だ
。

　
い
や
、「
大
好
き
だ
っ
た
」

と
い
う
べ
き
か
。

　
昨
今
は
、襲
い
か
か
る
老
眼
、

時
間
に
追
わ
れ
る
生
活
、
そ
し

て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
誘
惑
。

そ
れ
ら
に
抗
う
術
も
な
く
、
読

書
量
は
格
段
に
落
ち
た
。
我
な

が
ら
、信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
。

　
若
い
こ
ろ
は
、
重
症
の
活
字
中
毒

だ
っ
た
。
暇
さ
え
あ
れ
ば
、
読
書
を
し

て
い
た
。
歴
史
、
日
本
の
古
典
文
学
、

小
説
、
エ
ッ
セ
イ
、
伝
記
…
…
。

　
一
冊
の
本
の
中
で
、
私
は
語
り
、
旅

を
し
、
恋
を
し
て
、
時
に
は
闘
っ
て
い

た
。「
想
像
の
翼
」
を
授
け
ら
れ
て
い

た
の
だ
。

　
今
や
、
そ
ん
な
時
間
や
感
覚
を
懐
か

し
く
思
い
思
い
、
ま
た
読
み
始
め
て
い

る
。
息
子
の
習
い
事
の
待
ち
時
間
、
仕

事
帰
り
、
ボ
チ
ボ
チ
と
ゆ
っ
く
り
と
。

　
高
樹
の
ぶ
子
著
『
小
説
伊
勢
物
語�

業
平
』、『
与
謝
野
晶
子
訳�

源
氏
物
語
』

…
…
。

　
も
う
、
あ
の
頃
の
よ
う
な
全
速
力
で

食
ら
い
尽
く
す
か
よ
う
な
読
み
方
は
で

き
な
い
。
で
も
、
古
馴
染
み
の
友
と
し

て
、
優
し
く
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
気
が
す
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
付
き
合

い
い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
。

　
去
る
八
月
二
十
一
日
、
濱
崎
善
弘
氏

が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。

　
何
も
わ
か
ら
な
い
頃
か
ら
親
切
に
し

て
い
た
だ
き
、
今
も
私
を
支
え
る
言
葉

を
遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
偲
ん
で
い
る
う
ち
に
思
い
出
し
た
。

　
鰻
を
ご
馳
走
し
て
く
だ
さ
る
約
束
を

し
て
い
た
が
、果
た
せ
ず
に
終
わ
っ
た
。

　
濱
崎
さ
ん
、
私
が
そ
ち
ら
に
行
っ
た

ら
ご
馳
走
し
て
く
だ
さ
い
ね
。特
上
で
。

　
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

書
と
生
き
る

15

石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

No. 氏　名 屋　号
1 深海　信彦 銀座 長州屋
2 瀬下　昌彦 銀座 丸英
3 モリーナ 令 ギャラリー陽々
4 伊波　賢一 日本刀剣
5 籏谷　三男 刀剣 はたや
6 黒川　精吉 霜剣堂 黒川
7 川島　貴敏 銀座日本刀ミュージアム 泰文堂
8 大平　岳子 勝武堂
9 村上　和比子 コレクション情報
10 朝倉　忠史 永和堂
11 橋本　建一郎 藏屋はしもと
12 柴田　和光 日本刀 柴田
13 福岡　勇仁 三明貿易・刀剣徳川
14 鈴木　雅一 平成名刀会
15 藤田　一男 神田 藤古堂
16 清水　儀孝 晴雅堂 清水
17 芦澤　一幸 静心堂 芦澤
18 柴田　光隆 銀座刀剣柴田
19 木村　義治 木村美術刀剣店
20 生野　正 銀座誠友堂
21 安東　孝恭 安東貿易
22 齋藤　恒 銀座 盛光堂
23 蛭田　道子 長谷宝満堂
24 矢澤　隼 矢澤商会
25 草分　一雄 古美術 草分堂
26 横山　忠司 札幌 横山美術
27 ロバート・ヒューズ 慶長堂
28 深津　尚樹 尚佳洞
29 田澤　二郎 日宝
30 中永　善之 美術刀剣みらい
31 坂田　哲之 刀剣 坂田
32 持田　具宏 もちだ美術
33 村上　昌也 京都むらかみ
34 古屋　祐介 一文字商会
35 松本　義行 美術刀剣 松本

No. 氏　名 屋　号
36 村上　竜太 ギャラリー翠篠
37 川口　博 常陸美術
38 佐孝　宗則 紀の国屋
39 平子　誠之 イー・ソード
40 五十嵐　啓司 ㈲濃州堂
41 嶋田　伸夫 古美術刀剣 山城屋
42 冥賀　吉也 つるぎの屋
43 飯田　慶雄 飯田高遠堂
44 髙島　吉童 刀剣 髙吉
45 籏谷　大輔 日本刀 籏谷
46 服部　暁治 服部美術店
47 清水　敏行 大宮 清水商会
48 松川　浩一郎 古美術 成蹊堂
49 木村　由利子 ㈱永楽堂
50 吉井　唯夫 大阪刀剣会 吉井
51 猿田　慎男 ㈱むさし屋
52 新堀　孝道 新堀美術刀剣
53 山本　一郎 刀友会
54 長谷川　康治 刀剣はせがわ
55 今津　敦生 儀平屋
56 大西　康一 大和美術刀剣
57 玉山　祐司 玉山名史刀
58 佐藤　均 刀剣佐藤 「倉敷刀剣美術館」
59 土肥　豊久 ㈱和敬堂
60 黒川　宏明 筑前刀剣堂
61 松原　正勝 恵那秋水会
62 三浦　優子 優古堂
63 稲留　修一 舟山堂
64 山田　基洋 三刀流
65 高橋　歲夫 真玄堂
66 杉江　雄治 杉江美術店
67 栗原　春吉 ㈲栗原金庫製作所
68 全日本刀匠会
69 日本甲冑武具研究保存会

数字はブース番号

「大刀剣市2024」出店一覧

組合こよみ（令和6年4～ 9月）
４月16日　東京美術倶楽部において第38期第１回理
事会を開催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・
土肥副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋
田常務理事・綱取常務理事・赤荻理事・飯田理事・
大平理事・生野理事・新堀理事・瀬下理事・松本
理事・冥賀理事・冥賀監事・逸見税理士
５月13日　瀬下理事と冥賀理事が組合事務所におい
て刀剣の評価査定
17日　東京美術倶楽部において第37回通常総会を開
催。出席者69名、委任状45名、合計114名
17日　東京美術倶楽部において交換会を開催。参加
者77名、出来高126,702,000円
21日　嶋田常務理事が組合事務所において刀剣の評
価査定
21日　深海理事長と嶋田常務理事が全国中小企業団
体中央会を訪問
６月８日　服部副理事長と清水専務理事が刀剣評価
査定のために出張
13日　深海理事長・服部副理事長・嶋田常務理事が
銀座長州屋において刀剣の評価査定
14日　綱取常務と生野理事が組合事務所において刀
剣の評価査定
16日　東京美術倶楽部において第２回理事会を開催。
出席者、深海理事長・伊波副理事長・土肥副理事長・
服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱取
常務理事・赤荻理事・飯田理事・大平理事・新堀理
事・生野理事・瀬下理事・大西監事・冥賀監事
19日　服部副理事長が組合事務所において刀剣の評

価査定
27日　松本理事と持田理事が組合事務所において刀
剣の評価査定

28日　刀剣評価鑑定士の資格更新手続き開始
７月30日　服部副理事長と清水専務理事が組合事務
所において刀剣の評価査定

８月６日　組合事務所において大刀剣市カタログの
編集委員会を開催。出席者、嶋田常務理事・綱取
常務理事・大平理事・持田理事・冥賀監事・服部
一隆氏・土子民夫氏・東京平版㈱遠山氏

９日　日本美術刀剣保存協会主催2024年度現代刀職
展の表彰式に伊波副理事長が出席。取材は瀬下昌
彦氏

23日　服部副理事長が組合事務所において刀剣の評
価査定

９月２日　清水専務理事が組合事務所において刀剣
の評価査定

12日　産経新聞社に大刀剣市の後援を依頼
13日　組合事務所において大刀剣市カタログの編集
委員会を開催（初校）。出席者、清水専務理事・嶋
田常務理事・冥賀監事・服部一隆氏・大平将広氏・
土子氏・東京平版㈱遠山氏

16日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第70号編
集委員会を開催（初校）。出席者、伊波副理事長・
服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・大
平理事・生野理事・持田理事・土子氏

27日　伊波副理事長・清水専務理事・飯田理事が組
合事務所において刀剣の評価査定
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ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
思
い
も
よ
ら

な
い
発
見
を
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と

は
誰
し
も
少
な
か
ら
ず
経
験
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
書
の
著

者
・
酒
井
元
樹
氏
も
そ
ん
な
経
験
を

し
て
い
る
。

　
酒
井
氏
は
二
〇
一
二
年
秋
、
勤
務

先
の
東
京
国
立
博
物
館
で
、
気
に
な

る
短
刀
と
出
会
っ
た
。
地
鉄
と
刃
文

が
美
し
い
作
…
し
か
し
、
な
ぜ
か
ほ

と
ん
ど
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
酒

井
氏
は
ふ
と
気
に
な
っ
て
『
享
保
名

物
帳
』
を
開
い
て
み
た
。
す
る
と
そ

の
短
刀
、
何
と
尾
張
徳
川
家
伝
来
の

名
物
岡
山
藤
四
郎
吉
光
と
銘
・
長
さ
・

刀
身
彫
刻
、
す
べ
て
が
一
致
す
る
で

は
な
い
か
！
　
大
発
見
で
あ
る
。

　
酒
井
氏
は
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
『
享

保
名
物
帳
』
に
関
心
を
持
っ
た
の
だ

と
い
う
。

　『
享
保
名
物
帳
』、
刀
剣
界
で
は
知

ら
な
い
人
が
い
な
い
ほ
ど
の
有
名
な

文
献
で
あ
る
。
だ
が
、
酒
井
氏
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
謎
の
多
い
史
料
も

ま
た
珍
し
い
と
い
う
。
何
し
ろ
原
本

が
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い

し
、
写
本
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
し
か

も
お
の
お
の
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

　
酒
井
氏
は
そ
れ
ら
を
分
析
・
整
理

し
、
主
要
な
写
本
Ａ
類
・
Ｂ
類
・
Ｃ

類
に
分
け
、
そ
の
成
り
立
ち
、
写
本

を
形
成
し
て
い
っ
た
人
々
、
そ
し
て

当
時
の
人
々
の
刀
剣
に
対
す
る
見
方
、

接
し
方
、
と
り
わ
け
名
物
刀
剣
に
対

す
る
、
当
時
の
武
家
に
お
け
る
意
識

…
そ
れ
ら
を
酒
井
氏
は
博
物
館
の
人

ら
し
い
視
点
と
研
究
方
法
で
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
い
る
。

　
酒
井
氏
の
名
物
帳
の
研
究
で
、
八

代
将
軍
吉
宗
の
特
異
な
性
質
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
吉
宗
は
大
名
家

所
蔵
の
刀
の
号
の
由
来
や
歴
史
的
由

緒
の
あ
る
甲
冑
に
つ
い
て
、
家
臣
を

派
遣
し
、
調
査
に
当
た
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
家
康
を
は
じ
め
と
し
て
将
軍
や
大

名
た
ち
の
、
刀
や
武
器
・
武
具
へ
の

関
心
は
も
ち
ろ
ん
高
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
だ
が
、わ
ざ
わ
ざ
他
家
の
武
器
・

武
具
の
伝
来
・
来
歴
・
名
前
の
由
来

な
ど
の
調
査
に
執
念
を
燃
や
し
た
吉

宗
の
よ
う
な
人
は
、
当
時
、
珍
し
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
う
い
え
ば
、
以
前
、
吉
宗
が
文

化
政
策
に
も
力
を
入
れ
、
紅
葉
山
文

庫
の
書
籍
・
文
献
の
整
理
に
も
取
り
組
ん

で
い
た
と
の
研
究
に
触
れ
た
（
上
條
静
香

「
徳
川
将
軍
家
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
紅
葉

山
文
庫
│
吉
宗
政
権
期
を
中
心
に
│
」『
学

習
院
史
学
』
55
号
）。
吉
宗
は
や
は
り
特

別
な
将
軍
だ
っ
た
わ
け
で
、
名
刀
の
来
歴

を
明
ら
か
に
す
る
調
査
、
そ
し
て
本
書
で

は
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、

大
名
の
領
地
の
有
力
刀
工
の
作
品
を
提
出

さ
せ
て
審
査
し
、
最
優
秀
作
を
選
び
、
そ

の
刀
工
に
御
前
打
ち
を
さ
せ
た
の
も
、
吉

宗
な
れ
ば
こ
そ
、
な
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。
一
読
を

お
勧
め
す
る
。
た
だ
し
、
刀
工
の
逸
話
、

刀
の
見
所
、
鑑
定
の
要
点
な
ど
は
一
切
書

か
れ
て
は
い
な
い
。刀
の
本
と
い
う
よ
り
、

『
名
物
帳
』
を
素
材
に
し
た
歴
史
の
本
。

い
か
に
も
吉
川
弘
文
館
好
み
の
一
冊
で
は

あ
る
。

　
実
の
所
、
こ
の
本
を
読
む
少
し
前
、『
享

保
名
物
帳
』
と
刀
に
関
す
る
衝
撃
的
な
論

文
を
読
ん
だ
ば
か
り
だ
っ
た
。
本
書
の
参

考
文
献
に
も
お
名
前
の
見
え
る
吉
原
弘
道

教
授（
九
州
産
業
大
学
）の
、『
七
隅
史
学
』

第
26
号
の
論
文
。
題
が
す
ご
い
！
　「
新
発

見
の
押
形
と
文
献
史
料
に
よ
る
名
物
刀
剣

『
島
津
正
宗
』
の
再
検
討
―
本
物
の
名
物

刀
剣『
島
津
正
宗
』の
発
見
―
」で
あ
る
。

　『
享
保
名
物
帳
』
所
載
の
島
津
正
宗
は
、

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
正
宗
で
あ
る
と

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
発
表
し
た

の
は
「
新
進
気
鋭
の
刀
剣
研
究
家
」
と
し

て
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
大
人
気
だ
っ
た
Ｓ

氏
。
だ
が
、
吉
原
先
生
の
研
究
に
よ
り
、

本
当
の
島
津
正
宗
は
、
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
財

団
所
蔵
の
正
宗
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
し
か
も
Ｓ
氏
が
根
拠
と
し
た
『
継
平
押

形
』
は
、
吉
原
先
生
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
江
戸
中
期
の
書
で
は
な
く
、
後

期
に
成
立
し
た
偽
書
だ
と
い
う
。
と
な
る

と
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
正
宗
は
一
体
…
。

　
吉
原
先
生
の
論
考
は
、
九
州
産
業
大
学

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
『
研
究
紀
要
』
14
号

の
論
文
と
と
も
に
三
部
作
で
あ
る
。
ご
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
酒
井
元
樹
（
さ
か
い
・
も
と
き
）
一
九

八
〇
年
、
千
葉
県
生
ま
れ
。
東
京
芸
術
大

学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

東
京
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員
。
主
要
論

文「
名
物『
岡
山
藤
四
郎
』に
つ
い
て
」「
鎌

倉
時
代
に
お
け
る
刀
身
彫
刻
の
研
究
」「
刀

剣
鑑
賞
の
歴
史
」「
い
わ
ゆ
る
『
享
保
名

物
帳
』
に
関
す
る
一
考
察
―
島
根
・
和
鋼

博
物
館
保
管
『
名
物
扣
』
影
印
・
翻
刻
」

ブック・レビュー　BOOK REVIEW
﹃
享
保
名
物
帳
﹄と
将
軍
吉
宗
の
実
像

『
名
物
刀
剣
　武
器
・
美
・
権
威
』

酒
井
元
樹
著

　定
価
一
九
八
〇
円︵
税
込
み
︶

　吉
川
弘
文
館

　
表
題
資
料
を
入
手
し
た
の
で
、
皆
さ

ま
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦

時
中
の
刀
剣
界
を
知
る
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
平
成
三
十
年
秋
に
京
都
国
立
博
物
館

に
お
い
て
特
別
展
「
京
の
か
た
な
」
が

開
催
さ
れ
、
当
時
の
刀
剣
ブ
ー
ム
も
背

景
に
大
い
に
賑
わ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
館
内
は
も
ち
ろ

ん
、
京
都
駅
か
ら
京
博
ま
で
多
く
の
人

が
並
ん
だ
時
間
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
そ
の
図
録
の
主
要
参
考
文
献
（
書
籍

の
二
番
目
）
に
、
恩
賜
京
都
博
物
館
編

纂
に
な
る
『
山
城
物
刀
剣
図
譜
』（
一
九

四
六
年
）
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、
都
内

の
某
刀
剣
店
の
展
示
即
売
会
に
こ
の
図

譜
の
所
載
刀
と
原
本
が
出
品
さ
れ
、
入

手
し
ま
し
た
。
お
店
で
は
所
載
刀
が
主

で
図
譜
は
副
の
扱
い
で
し
た
が
、
個
人

的
に
は
こ
の
図
譜
が
主
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
図
譜
は
昭
和
十
八
年
十
月
十
五

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
同
博
物
館
で
開

催
さ
れ
た
「
山
城
物
刀
剣
特
別
展
観
」

を
記
念
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
、
戦

後
の
二
十
一
年
六
月
に
定
価
二
百
円
で

京
都
印
書
館
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
図
譜
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
展
観

は
「
…
当
館
に
て
は
時
代
の
要
求
を
察

し
、
我
が
郷
土
に
於
い
て
発
達
し
た
所

の
山
城
物
の
顕
彰
を
期
し
、
併
せ
て
斯

界
発
達
の
参
考
に
供
す
る
為
」
と
あ
り

ま
す
。
太
平
洋
戦
争
中

（
注
）

に
こ
の
よ
う
な

特
別
展
観
が
恩
賜
京
博
で
開
催
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
驚
き
で
す
。
さ
す
が
京
都

で
す
。

　
図
譜
は
序
、
山
城
物
刀
剣
の
歴
史
、
山

城
物
刀
匠
史
、
出
陳
刀
剣
の
略
説（
恩
賜

京
博
鑑
査
員
の
松
田
恒
二
朗
が
執
筆
）、

出
陳
刀
剣
の
写
真
と
押
形
で
構
成
さ
れ

る
Ｂ
４
判
・
二
三
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る

大
著
で
す
。
所
載
品
は
菊
御
作
を
筆
頭

に
、
三
条
、
粟
田
口
、
来
、
了
戒
・
信

国
、
長
谷
部
、
平
安
城
、
達
磨
、
埋
忠
、

堀
川
、
三
品
と
続
き
、
明
治
二
年
紀
の

天
龍
子
正
隆
ま
で
あ
り
ま
す
。
合
計
九

四
点
の
う
ち
、
当
時
の
国
宝
一
四
点
、

重
美
二
一
点
が
所
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
法
は
昭
和
二
十
五
年
八

月
の
施
行
で
す
か
ら
、
国
宝
は
今
で
い

う
旧
国
宝
で
あ
り
、
重
文
・
特
重
・
重

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
陳
は
各
地
の
神

社
仏
閣
か
ら
二
六
点
、
帝
室
博
物
館
か

ら
八
点
、
個
人
か
ら
六
〇
点
で
す
。
個

人
で
は
細
川
護
立
氏
、
河
瀬
虎
三
郎
氏

の
お
名
前
も
あ
り
ま
す
。ち
な
み
に「
京

の
か
た
な
」
展
で
は
合
計
一
七
〇
点
の

う
ち
、
国
宝
一
九
点
、
重
文
六
一
点
が

出
展
さ
れ
ま
し
た
。
戦
中
と
い
う
時
代

背
景
も
考
慮
す
れ
ば
立
派
な
特
別
展
観

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
戦
後
に
こ
の
図
譜
が
発
行
さ
れ
、
日

本
刀
を
武
器
と
考
え
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
刀
狩

り
を
経
て
美
術
刀
剣
の
概
念
が
成
立

し
、
今
わ
れ
わ
れ
が
日
本
刀
を
売
買
・

所
有
で
き
る
礎
の
一
助
に
な
っ
た
の
で

は
と
愚
考
す
る
次
第
で
す
。
あ
ら
た
め

て
先
人
・
先
輩
に
感
謝
で
す
。

　
本
展
に
出
陳
さ
れ
た
国
宝
は
次
の
お

刀
で
す
。
三
条
、
吉
家
、
粟
田
口
国
光
、

粟
田
口
吉
光
三
点
、
綾
小
路
、
来
国
行
、

来
国
俊
、
来
国
光
、
来
国
長
、
出
羽
大

掾
国
路
三
点
の
一
四
点
で
す
。
国
路
は

八
坂
神
社
蔵
で
徳
川
家
綱
の
寄
進
に
よ

る
も
の
。
祇
園
社
御
太
刀
の
裏
銘
あ
る

長
大
な
太
刀
で
す
。

（
刀
剣
愛
好
家
鈴
木
光
寿
）

（
注
）
昭
和
十
八
年
十
月
に
は
出
陣
学
徒
壮
行

会
が
秋
雨
の
明
治
神
宮
外
苑
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

吉原弘道氏の各論文表紙

﹃
山
城
物
刀
剣
図
譜
﹄

戦
中
に
開
催
さ
れ
︑戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
名
刀
集

『山城物刀剣図譜』の表紙と奥付

資料
紹介

14

篠
山
城
址
を
見
に
行
く

　「
篠さ

さ

山や
ま

城
」
と
言
っ
て
も
、
知
ら
な

い
方
が
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
小
生
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
所
在

す
る
丹
波
篠
山
市
は
京
都
市
の
西
隣
で

大
阪
・
兵
庫
の
関
西
二
府
県
に
も
隣
接

し
て
お
り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の

顔
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
今
回
は
、
い
つ
も
の
鑑
定
会
の

閑
な
時
間
帯
に
、
お
城
の
外
側
に
あ
る

城
下
町
や
商
家
群
を
ゆ
っ
く
り
拝
見
す

る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
実
は
中
高
時
代
の
仲
間
四
人
で
の

旅
で
、
そ
の
一
番
の
目
的
は
、
ジ
ビ
エ

料
理
の
猪
鍋
を
頂
く
こ
と
で
し
た
。
そ

こ
に
、
篠
山
城
址
が
ま
さ
に
あ
っ
て
く

れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
篠
山
城
は
慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
）

徳
川
家
康
の
命
令
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ

た
天
下
普
請
の
城
で
す
。
縄
張
り
（
設

計
）
は
、先
例
が
数
多
あ
る
築
城
名
人
・

藤
堂
高
虎
。

　
家
康
は
関
ケ
原
の
合
戦
に
勝
利
し
、

江
戸
幕
府
を
開
い
た
が
、
い
ま
だ
大
坂

城
に
は
豊
臣
秀
頼
が
健
在
で
あ
り
、
豊

臣
恩
顧
の
大
名
た
ち
は
強
い
勢
力
を

保
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
家
康
は
、
豊
臣

方
の
財
力
を
削
ぐ
と
と
も
に
、
大
坂
城

包
囲
網
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
山
陰

道
が
通
る
要
衝
の
地
で
あ
る
篠
山
に
城

を
築
く
こ
と
を
決
め
た
。
築
城
に
は
丹

波
以
西
の
十
五
カ
国
の
外
様
大
名
か
ら

延
べ
八
万
人
も
の
人
夫
を
出
さ
せ
、
着

工
か
ら
半
年
で
完
成
さ
せ
た
。
も
の
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
築
城
で
あ
る
。

　
ま
た
初
代
城
主
と
し
て
、
家
康
の
実

子
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
松
平

康
重
を
入
城
さ
せ
た
。
康
重
は
大
坂
冬

の
陣
・
夏
の
陣
に
篠
山
城
か
ら
出
陣
し

て
い
る
。
篠
山
城
の
築
城
は
、
ま
さ
に

家
康
の
思
惑
通
り
の
結
果
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
る
。

　
篠
山
城
は
笹
山
と
い
う
小
山
を
利
用

し
た
平
山
城
で
あ
り
、
別
名
を
桐
ケ
城

と
言
う
。
天
守
台
の
あ
る
本
丸
を
中
心

に
、
二
の
丸
、
内
堀
、
三
の
丸
、
外
堀

を
配
置
し
、
外
堀
の
三
方
に
は
馬う

ま

出だ
し

を

設
け
て
い
る
。
こ
の
三
方
に
馬
出
と
い

う
の
が
藤
堂
高
虎
の
狙
い
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
城
郭
は
一
辺
約
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
と
規
模
は
さ
し
て
大
き
く
は
な
い

が
、
外
堀
の
最
大
幅
は
約
四
五
メ
ー
ト

ル
と
破
格
で
あ
る
。
何
し
ろ
大
坂
城
の

十
分
の
一
程
度
の
広
さ
な
の
に
、
大
坂

城
の
一
番
狭
い
外
堀
幅
約
四
〇
メ
ー
ト

ル
を
し
の
ぐ
の
だ
か
ら
（
最
大
幅
は
一

二
〇
メ
ー
ト
ル
と
伝
え
ら
れ
る
）。
三

方
馬
出
同
様
、
実
戦
、
と
り
わ
け
防
御

能
力
の
強
化
に
徹
し
た
城
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

　
城
郭
の
中
枢
と
な
る
天
守
は
、
用
材

を
準
備
し
な
が
ら
築
か
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
家
康

が
「
天
守
は
人
目
に
立
っ
て
敵
方
の
狙

い
に
な
る
だ
け
で
あ
る
」
と
命
じ
た
な

ど
諸
説
あ
る
が
、
大
坂
夏
の
陣
以
後
、

天
守
付
き
の
城
と
し
て
築
城
さ
れ
た
の

は
わ
ず
か
に
五
城
。
そ
の
う
ち
三
城
は

幕
府
の
方
針
で
築
城
し
た
も
の
で
あ
り
、

既
に
天
守
を
造
る
こ
と
自
体
が
不
要
に

な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
大
坂
夏
の
陣
か
ら

三
十
七
年
後
に
江
戸
城
が
全
焼
し
た

折
、
家
康
の
孫
で
あ
る
会
津
藩
初
代
藩

主
・
保
科
正
之
が
天
守
再
建
に
反
対
し

た
の
も
む
べ
な
る
か
な
、
と
思
う
の
で

す
が
、
考
え
す
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

　
と
に
か
く
、
た
ま
た
ま
篠
山
城
址
を

見
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
猪
鍋
も
最
高
で
す
よ
。（持

田
具
宏
）

篠山城の全容
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去
る
八
月
九
日
、
公
益
財
団
法
人
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
（
酒
井
忠
久
会

長
、
以
下
「
日
刀
保
」）
主
催
の
二
〇

二
四
年
度
「
現
代
刀
職
展
」
表
彰
式
が
、

第
一
ホ
テ
ル
両
国
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
山
田
宏
参

議
院
議
員
（
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存

振
興
す
る
議
員
連
盟
事
務
局
長
）、
小

林
万
里
子
文
化
庁
審
議
官
、
高
村
正
彦

元
外
務
大
臣
（
日
刀
保
名
誉
顧
問
）
が

臨
席
さ
れ
、
当
組
合
か
ら
伊
波
賢
一
副

理
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
午
後
一
時
半
か
ら
執
り
行

わ
れ
、
酒
井
会
長
の
主
催
者
挨
拶
に
始

ま
り
、
次
に
来
賓
の
山
田
議
員
、
小
林

審
議
官
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、そ
の
後
、

各
部
門
の
審
査
員
が
紹
介
さ
れ
、
審
査

会
経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
作
刀
の
部
三
四
点
、
研

磨
の
部
八
五
点
、
刀
身
彫
の
部
四
点
、

彫
金
の
部
二
〇
点
、
白
鞘
の
部
七
点
、

刀
装
の
部
六
点
、
柄
前
の
部
一
四
点
、

白
銀
の
部
九
点
で
し
た
（
無
鑑
査
出
品

を
除
く
）。

　
続
い
て
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
各
部
門

の
特
賞
授
賞
者
に
賞
状
と
賞
杯
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

○
作
刀
の
部

太
刀
・
刀
・
脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部
、

︿
高
松
宮
記
念
賞
﹀
清
水
達
吉
、︿
薫

山
賞
﹀
曽
根
寛
、︿
寒
山
賞
﹀
加
藤
政

也
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
森
國
利
文

短
刀
・
剣
の
部
、︿
薫
山
賞
﹀
松
川
隆
、

︿
寒
山
賞
﹀
吉
田
政
也
、︿
日
刀
保
会

長
賞
﹀
月
山
一
郎

○
研
磨

鎬
造
の
部
、︿
文
部
科
学
大
臣
賞
﹀

倉
田
竜
太
郎
、︿
木
屋
賞
﹀
大
門
健

士
郎
（
平
造
の
部
に
て
日
刀
保
会
長

賞
も
受
賞
）、︿
竹
屋
賞
﹀井
上
聡
、︿
千

葉
賞
﹀
玉
置
城
二
（
研
磨
平
造
の
部

に
て
薫
山
賞
も
受
賞
）、︿
薫
山
賞
﹀

松
尾
清
健
、︿
寒
山
賞
﹀松
村
壮
太
郎
、

︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
菊
池
真
修

　
平
造
の
部
、︿
寒
山
賞
﹀
真
津
仁
彰

○
刀
身
彫
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀

柏
木
幸
治

○
彫
金
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
川

島
義
之

○
白
鞘
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
森

井
敦
央

○
柄
前
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
久

保
謙
太
郎

○
白
銀
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
三

島
幹
則

　
そ
の
ほ
か
、
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入

選
な
ど
多
く
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
審
査
員
代
表
者
に
よ
る

講
評
が
あ
り
、
作
刀
の
部
で
は
河
内
道

雄
氏
か
ら
、「
作
刀
技
術
の
向
上
が
見

ら
れ
た
が
上
位
の
作
品
と
下
位
の
差
が

大
き
く
な
り
、
下
位
の
作
品
に
不
完
全

な
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
礎

を
学
び
直
す
意
味
で
先
輩
方
に
も
う
一

度
し
っ
か
り
と
指
導
を
仰
ぐ
よ
う
に
」

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
河
内
審
査
員
は
毎
年
受
賞
者
が
書
か

れ
た
コ
メ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て

い
て
内
容
を
読
む
た
び
に
「
一
年

間
必
死
で
作
刀
し
て
出
品
し
て
き

た
こ
と
が
伝
わ
り
、
職
人
と
し
て

共
感
を
覚
え
、
五
十
数
年
前
の
駆

け
出
し
の
弟
子
生
活
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
心
を
新
た
に
し
て
い

る
。
継
続
は
力
な
り
、
高
度
な
刀

職
技
術
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
わ
れ
わ
れ
刀
職
者
の
使
命
、

今
後
も
努
力
を
惜
し
ま
な
い
よ
う

に
」
と
若
い
刀
匠
た
ち
を
激
励
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
研
磨
の
部
で
は
臼
木
良
彦
氏
か

ら
、「
研
磨
技
術
の
向
上
は
顕
著

で
、
特
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は

ど
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
ば

か
り
で
あ
っ
た
が
、
出
品
作
の
中

に
は
、
や
は
り
下
地
の
悪
い
も
の
数
点

あ
り
、
こ
れ
は
刀
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す

も
の
な
の
で
一
つ
一
つ
の
作
業
を
丁
寧

に
行
う
よ
う
に
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
今
回
は
松
村
壮
太
郎
研
師
が

日
刀
保
無
鑑
査
に
認
定
さ
れ
、
認
定
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
筆
者
に
と
っ
て

は
同
世
代
の
友
人
が
無
鑑
査
に
な
っ
た

こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、
刀
剣
界
の
将

来
に
と
っ
て
と
て
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
、
高
松
宮

記
念
賞
を
受
賞
さ
れ
た
清
水
達
吉
氏
よ

り
答
辞
と
、
一
月
に
発
生
し
た
石
川
能

登
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
お
悔

や
み
と
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願

う
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
滞
り
な
く
表
彰

式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
閉
会
後
は
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
の
皆
さ
ん
の
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
笑
顔
で
談
笑
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
瀬
下
昌
彦
）
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イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

栄
冠
を
獲
得
し
た
現
代
の
匠
た
ち

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会「
現
代
刀
職
展
」表
彰
式

「現代刀職展」表彰式（第一ホテル両国）

第 17 回
「お守り刀展覧会」

審査結果

　公益財団法人日本刀文化振興協会（大野義光理事長）は、
去る６月８日、第 14 回「新作日本刀 研磨 外装 刀職技術
展覧会」の授賞式を、長野県坂城町「鉄の展示館」におい
て執り行った。各部門・分野の受賞者は右の通り。

受賞者の皆さんと主催関係者

【作刀】
文部科学大臣賞・経済産業大臣賞
 月山　一郎
公益財団法人日本刀文化振興協会
　会長賞 宮入　　陽
長野県知事賞 上山　陽三
金賞第一席 明珍　裕介
金賞第二席 河内　一平
金賞第三席 根津　　啓
銀賞第一席 冨岡慶一郎
銅賞第一席 吉田　政也
銅賞第二席 森　　光秀

観光庁長官賞 阿部聡一郎
公益財団法人日本刀文化振興協会
　会長賞 相良　雄一
信濃毎日新聞社賞 三浦　弘貴
金賞第一席 水田　吉政
銀賞第一席 藤川　二朗

【刀装具】
坂城町教育長賞 稲田憲太郎
金賞第二席 川上　　登
金賞第三席 山下　仁義
銀賞第一席 Ford Hallam
銀賞第二席 長内　勝義
銀賞第三席 Marcus Chambers
銅賞第一席 Jeff  BRODERICK
銅賞第二席 渋谷　充輝

【白銀】
金賞第一席 松本　　豊
金賞第二席 杉山　英明
銀賞第一席 松川　泰典

【白鞘】
金賞第一席 古川　和幸
金賞第二席 田澤　敦嗣
銀賞第一席 佐藤ひなの
銀賞第二席 大平　善之

【柄巻き】
公益財団法人日本刀文化振興協会
　会長賞 遠山　和康
金賞第二席 平山　直弥
金賞第三席 山下　仁義
銀賞第一席 井上　裕隆

【鞘塗り】
坂城町長賞 小山　光秀

【拵】
銀賞第一席 佐藤ひなの

受賞者一覧
第14回

新作日本刀 研磨 外装 刀職技術展覧会

優秀賞第一席 長津　祐介
優秀賞第二席 三浦　弘貴
優秀賞第三席 吉野　弘美
優秀賞第四席 菅野　尚子
優秀賞第五席 下村　容子
佳　作 澤田　康則
佳　作 髙橋　稔直

第８回 “Sword Oshigata Art”

作刀・刀身彫刻部門

研磨部門

刀装部門

　
こ
の
度
、
久
保
善
博
刀
匠
が
、
二
〇

二
五
年
度
の
日
本
鉄
鋼
協
会
「
俵
論
文

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

昨
年
度
の
『
鉄
と
鋼
』
誌
に
発
表
さ
れ

た
論
文
「
た
た
ら
製
鉄
の
銑
生
成
に
及

ぼ
す
砂
鉄
中TiO

2

濃
度
の
影
響
」
が

認
め
ら
れ
た
も
の
。

　
本
賞
は
、
大
正
四
年（
一
九
一
五
）の

日
本
鉄
鋼
協
会
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
東

京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
俵
国
一
博
士
の

功
績
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

日
本
鉄
鋼
協
会
の
論
文
誌
『
鉄
と
鋼
』

に
掲
載
さ
れ
た
前
一
カ
年
の
論
文
を
審

査
し
、
学
術
上
・
技
術
上
最
も
有
益
な

論
文
を
寄
稿
し
た
者
に
授
与
さ
れ
る
。

　
主
な
受
賞
理
由
は
次
の
通
り
。

　
本
論
文
は
、
た
た
ら
製
鉄
の
原
料
で

あ
る
砂
鉄
の
性
状
差
に
着
眼
し
、
特
に

原
料
中TiO

2

の
重
要
性
を
世
界
で
初

め
て
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
い
た

た
ら
の
操
業
技
術
力
に
よ
っ
て
、
安
定

し
た
貴
重
な
小
型
実
験
炉
の
デ
ー
タ
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
原
料

条
件
に
よ
る
操
業
と
製
品
性
状
の
変
化

が
緻
密
に
調
査
さ
れ
、
従
来
は
不
純
物

と
考
え
ら
れ
て
い
たTiO

2

の
重
要
な

役
割
が
、
鉱
物
学
的
及
び
熱
力
学
的
な

考
察
の
上
で
解
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
原
料
選
鉱
方
法
の
変
遷
が
、
た
た

ら
製
鉄
法
の
栄
枯
に
与
え
た
影
響
を
も

技
術
史
的
に
俯
瞰
さ
れ
て
い
る
。

　
同
論
文
の
研
究
成
果
は
、
日
本
古
来

の
た
た
ら
製
鉄
法
が
持
つ
製
鉄
技
術
と

し
て
の
特
殊
性
を
明
示
す
る
も
の
で
あ

り
、
製
鉄
技
術
の
理
解
に
留
ま
ら
ず
技

術
史
な
ど
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

こ
ろ
も
大
き
い
。

　
着
眼
の
独
創
性
の
高
さ
と
現
代
技
術

を
も
っ
て
、
日
本
の
古
代
技
術
の
合
理

性
に
果
敢
に
切
り
込
む
斬
新
な
論
文
で

あ
り
、
俵
論
文
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判

断
で
き
る
。

久
保
善
博
刀
匠
が
日
本
鉄
鋼
協
会

「
俵
論
文
賞
」を
受
賞
へ

〈総合の部〉
一席・特賞： 文部科学大臣賞：上山陽三
二席・入賞：宮入　陽

〈刀身の部〉
一席・特賞： 岡山県知事賞：上山陽三
二席・特賞：吉田康隆
三席・特賞：月山一郎
四席・入賞：宮入　陽
五席・入賞：吉田政也
六席・入賞：山下浩郎
佳　作　　：安藤祐介
佳　作　　：久保善博
佳　作　　：宮入　陽

〈外装の部〉（代表者）
一席・特賞：上山陽三
二席・特賞：木下宗憲／艶々／橋本幸律
三席・特賞：根津　啓

〈研磨の部〉
一席・特賞：関山和進
二席・特賞：松尾清健
三席・特賞：各務玄太
佳　作　　：阿部聡一郎
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駐日ポーランド共和国大使賞：月山一郎
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日
刀
保
た
た
ら
村
下
で
選
定
保
存
技

術
保
持
者
の
木
原
明
氏
は
去
る
六
月
二

十
二
日
に
逝
去
さ
れ
た
。享
年
八
十
八
。

　
そ
の
「
お
別
れ
の
会
」
が
九
月
七
日
、

島
根
県
奥
出
雲
町
の
横
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
関
係
者
約
百
二
十
人

が
参
列
し
営
ま
れ
た
。

　
木
原
さ
ん
は
昭
和
二
十
九
年
、
日
立

製
作
所
安
来
工
場（
現
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
）

に
入
社
。
五
十
二
年
か
ら
日
刀
保
た
た

ら
の
操
業
に
一
貫
し
て
携
わ
っ
て
き

た
。
六
十
一
年
に
選
定
保
存
技
術
保
持

者
に
認
定
さ
れ
、
六
十
三
年
に
村
下
に

就
任
、
今
年
四
月
に
勇
退
す
る
ま
で
後

継
者
の
育
成
に
尽
力
し
て
き
た
。

　
お
別
れ
の
会
は
、
奥
出
雲
町
の
糸
原

保
町
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
次
い

で
、
全
日
本
刀
匠
会
会
長
の
宮
入
小
左

衛
門
行
平
刀
匠
が
長
年
の
功
労
に
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
弔
辞
は
、
木
原
さ
ん
に
三
十
年
以
上

師
事
し
、
村
下
を
継
い
だ
堀
尾
薫
さ
ん

が
読
ん
だ
。「
師
匠
は
妥
協
を
許
さ
ず
、

自
分
に
厳
し
く
、
私
も
常
日
ご
ろ
か
ら

叱
咤
激
励
を
い
た
だ
い
た
」
と
振
り
返

り
、「
伝
統
技
術
の
保
存
伝
承
の
大
切

さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
は
天
国
か
ら
お
守
り
く
だ
さ
い
」
と

遺
影
に
語
り
か
け
、
最
後
に
「
さ
よ
う

な
ら
、
木
原
村
下
」
と
大
き
な
声
で
別

れ
を
告
げ
た
。

　
日
本
の
「
食
の
達
人
」
を
人
間
国
宝

（
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
）
に
…
。

そ
ん
な
新
た
な
表
彰
制
度
作
り
を
検
討

す
る
文
化
庁
の
専
門
家
会
議
が
立
ち
上

が
り
、
九
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
専
門
家
会
議
に
は
日
本
ソ
ム
リ
エ
協

会
会
長
の
田
崎
真
也
さ
ん
ら
が
参
加

し
、
来
年
春
ご
ろ
ま
で
に
制
度
の
名
称

や
評
価
項
目
な
ど
、
具
体
的
な
制
度
設

計
に
向
け
た
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
だ
と
い
う
。

　
昭
和
二
十
五
年
制
定
の
文
化
財
保
護

法
に
基
づ
く
人
間
国
宝
制
度
は
、
歌
舞

伎
や
能
な
ど
の
芸
能
分
野
と
、
陶
芸
や

日
本
刀
と
い
っ
た
工
芸
分
野
が
対
象
。

食
文
化
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
平
成
二
十
五
年
に
「
和
食
―

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
が
国
連

教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
。
二
十
九
年
成

立
の
文
化
芸
術
基
本
法
で
、
国
が
取
り

組
む
施
策
と
し
て
「
食
文
化
の
振
興
」

が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
対
象
の

拡
大
に
踏
み
出
す
。
優
れ
た
料
理
人
や

杜と
う

氏じ

な
ど
の
認
定
者
に
は
国
が
助
成
金

を
交
付
し
、
技
術
向
上
や
後
継
者
の
育

成
を
後
押
し
す
る
。

　
日
本
人
の
食
生
活
の
洋
風
志
向
が
進

み
、
若
者
を
中
心
に
「
和
食
離
れ
」
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
文
化
庁
は
日
本
の

伝
統
的
な
食
文
化
の
保
護
、
継
承
の

き
っ
か
け
に
も
な
る
と
期
待
す
る
。

　
一
方
、
各
地
の
郷
土
料
理
に
つ
い
て

は
、
祭
礼
や
伝
統
工
芸
な
ど
が
指
定
対

象
の
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
追

加
す
る
方
向
で
検
討
が
進
む
見
通
し
。

具
体
的
に
ど
の
地
方
の
郷
土
料
理
を
指

定
候
補
に
選
ぶ
か
は
未
定
。

　
文
化
財
指
定
に
よ
り
保
護
・
継
承
の

強
化
と
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
り
、
地
方

の
食
文
化
の
活
性
化
や
観
光
振
興
に
生

か
し
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
る
。

　
戦
国
武
将
の
上
杉
謙
信
の
佩
刀
と
伝

わ
る
国
宝
の
太
刀
「
山
鳥
毛
」
を
、
ゆ

か
り
の
深
い
新
潟
県
上
越
市
で
展
示
し

た
い
と
、
九
月
十
二
日
、
上
越
市
の
関

係
者
が
刀
を
所
有
す
る
岡
山
県
瀬
戸
内

市
を
訪
れ
、
借
用
を
要
望
し
た
。

　
瀬
戸
内
市
役
所
を
訪
ね
た
の
は
、
上

越
市
の
小
田
基
史
副
市
長
ら
で
、
武
久

顕
也
瀬
戸
内
市
長
に
、「
山
鳥
毛
を
謙

信
公
の
ふ
る
さ
と
で
展
示
す
る
た
め
借

用
し
た
い
」
と
い
う
中
川
幹
太
上
越
市

長
か
ら
の
親
書
を
手
渡
し
た
。
上
越
市

で
は
、「
謙
信
公
祭
」
が
来
年
で
百
回

目
を
迎
え
る
の
に
合
わ
せ
、
展
示
を
検

討
し
て
い
る
と
い
う
。

　
山
鳥
毛
は
岡
山
県
内
の
個
人
が
所
有

し
て
い
て
、
初
め
に
上
越
市
が
購
入
を

検
討
し
た
も
の
の
所
有
者
と
折
り
合
い

が
つ
か
ず
断
念
、
そ
の
後
、
瀬
戸
内
市

が
五
億
円
で
購
入
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
瀬
戸
内
市
の
武
久
市
長
は
「
上
越
市

の
皆
さ
ま
に
は
山
鳥
毛
を
購
入
す
る
際

に
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
。
展
示
に
協

力
し
た
い
」
と
話
し
て
お
り
、
近
い
将

来
、
上
越
市
民
の
期
待
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
に
は
、
細

川
藤
孝
を
初
代
と
す
る
大
名
肥
後
細
川

家
に
伝
来
し
た
数
多
く
の
重
宝
が
保
管

さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
織
田
信
長
の

発
給
文
書
五
十
九
通
は
特
に
貴
重
な
も

の
で
、
す
べ
て
が
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
一
昨
年
、
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究

セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
調
査
に
よ
っ
て
、

永
青
文
庫
の
収
蔵
庫
か
ら
六
十
通
目
の

信
長
発
給
文
書
が
発
見
さ
れ
た
。
検
討

の
結
果
、
い
わ
ゆ
る

「
室
町
幕
府
の
滅
亡
」

の
前
年
に
当
た
る
元

亀
三
年（
一
五
七
二
）

八
月
十
五
日
に
、
信

長
が
藤
孝
に
出
し
た

未
知
の
書
状
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　
本
書
状
に
は
、
将

軍
足
利
義
昭
の
京
都

没
落
の
背
景
に
関
わ

る
貴
重
な
情
報
が
含

ま
れ
て
い
る
と
い

う
。
信
長
が
義
昭
と

と
も
に
構
築
し
た
幕

府
体
制
が
五
年
後
に

崩
壊
し
た
主
な
要
因

が
、
義
昭
側
近
衆
と

信
長
と
の
対
立
に
あ
っ
た
こ
と
、
側
近

衆
の
中
に
あ
っ
て
細
川
藤
孝
た
だ
一
人

が
信
長
と
通
じ
、
義
昭
挙
兵
の
半
年
も

前
か
ら
畿
内
の
領
主
層
を
信
長
方
に
組

織
す
る
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
、
な

ど
。

　
義
昭
の
側
近
中
の
側
近
と
し
て
信
長

を
結
び
付
け
た
藤
孝
が
、
室
町
幕
府
の

滅
亡
を
実
現
さ
せ
る
キ
ー
マ
ン
と
も

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
状
の
原
本
は
、
永
青
文

庫
で
十
月
五
日
～
十
二
月
一
日
に
開
催

の
「
信
長
の
手
紙
―
珠
玉
の
60
通
大
公

開
―
」
に
出
品
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
展

に
合
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
『
永
青
文
庫�

織
田
信
長
文
書
の
世
界
―
珠
玉
の
六
〇

通
―
』（
勉
誠
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い�

る
。

■
永
青
文
庫
＝
文
京
区
目
白
台
一-

一

-

一
　
☎
〇
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三
九
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〇
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〇
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上
杉
謙
信
ゆ
か
り
の
上
越
市
が

「
山
鳥
毛
」を
借
用
展
示
へ

日
刀
保
た
た
ら
村
下
の
木
原
明
さ
ん

「
お
別
れ
の
会
」開
か
れ
る

「
食
の
達
人
」を
人
間
国
宝
に
…

文
化
庁
が
検
討
を
開
始

永
青
文
庫
で
室
町
幕
府
滅
亡
直
前
の

織
田
信
長
書
状
を
発
見

「織田信長書状」細川藤孝宛〈元亀3年8月15日〉　永青文庫蔵

在りし日の木原村下と日刀保たたら

　小
札
に
つ
い
て

　
今
回
は
、
日
本
甲
冑
の
構
成
要
素
を

知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
「
小こ

札ざ
ね

」
に
つ

い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
小
札
と
は
革
や
鉄
で
で
き
た
縦
長
短

冊
状
の
小
さ
な
板
で
、
古
代
～
中
世
の

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
使
用
さ
れ
た
甲
冑

に
も
多
用
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
平

安
時
代
前
期
か
ら
室
町
時
代
末
期
ま

で
、
こ
の
小
札
を
用
い
た
甲
冑
が
主
流

を
な
し
ま
す
。

　
小
札
を
用
い
た
甲
冑
は
鉄
板
を
矧
ぎ

合
わ
せ
た
鎧
な
ど
に
比
べ
て
伸
縮
性
に

優
れ
、
馬
上
で
大
き
く
腰
を
捻
る
際
や

両
手
で
弓
を
引
き
絞
る
際
に
着
用
者
が

動
き
や
す
い
た
め
、
多
く
の
騎
馬
民
族

が
好
ん
で
使
用
し
ま
し
た
。

　
小
札
を
横
に
綴
じ
重
ね
た
も
の
を

「
小
札
板
（
札
板
）」
と
呼
び
、威お

ど
し
い
と糸

（
甲

冑
に
使
用
さ
れ
る
組
紐
）
で
小
札
板
を

下
に
向
け
て
綴
じ
連
ね
る
こ
と
で
甲
冑

を
構
成
し
ま
す
。
胴
に
関
し
て
は
胸
や

背
面
上
部
を
守
る
前
後
の
「
立
挙
」、

腹
部
を
覆
う
「
長
側
（
衡
胴
）」（
図
１

参
照
）
に
分
か
れ
、
そ
の
他
各
所
に
つ

い
て
も
小
札
板
を
以
て
構
成
さ
れ
た
も

の
が
大
多
数
を
占
め
ま
す
。

　
小
札
の
主
な
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
構

造
に
つ
い
て
、以
下
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
本
小
札

　
最
も
多
く
見
ら
れ
る
小
札
の
種
類

で
、下
半
分
に
八
孔
空
い
た
「
下
緘
穴
」

を
韋か

わ

紐ひ
も

な
ど
で
横
に
綴
じ
連
ね
（
こ
れ

を
下し

た
が
ら
み緘

あ
る
い
は
札さ

ね
が
ら
み緘

と
言
い
ま
す
）、

上
半
分
の
「
緘
の
穴
」「
毛け

立だ
て

の
穴
」

に
威
糸
を
通
す
こ
と
で
上
下
の
小
札
板

を
連
結
し
ま
す
。
下
緘
の
際
は
本
小
札

同
士
が
横
に
半
分
重
な
り
合
い
、
実
質

二
重
と
な
る
た
め
、
革
製
で
あ
っ
て
も

堅
牢
で
す
。
革
製
の
小
札
と
鉄
製
の
小

札
を
交
互
に
綴
じ
連
ね
た
小
札
板
を

「
一い

ち

枚ま
い

交ま
ぜ

」
と
呼
び
、
伸
縮
性
と
頑
丈

性
を
兼
ね
備
え
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
が
見
て
取
れ
ま
す
。

②
伊
予
札

　
本
小
札
に
比
べ
て
小
札
同
士
の
重
な

り
が
少
な
い
た
め
、
小
札
板
を
製
作
す

る
際
に
少
な
い
枚
数
で
仕
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
伊
予
札
を
綴
じ
連
ね
た

も
の
を
「
縫
延
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
伊
予
札
を
用
い
た「
伊
予
佩
楯
」

な
ど
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
伊
予
札

上
端
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
刳
る
、
あ
る

い
は
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
多
く
、
小
札

頭
（
小
札
上
端
の
こ
と
）
の
形
に
よ
っ

て
「
矢
筈
頭
」「
碁
石
頭
」
な
ど
と
呼

称
し
ま
す
。（
図
２
参
照
）

③
板
札

　
安
土
桃
山
時
代
辺
り
か
ら
鉄
砲
に
対

す
る
対
処
や
生
産
効
率
の
向
上
を
理
由

に
「
当
世
具
足
」
と
い
う
甲
冑
形
式
が

流
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
小
札
板

の
代
わ
り
に
帯
状
の
鉄
も
し
く
は
革
一

枚
で
で
き
た
「
板
札
」
を
鋲
や
威
糸
で

綴
じ
た
も
の
で
す
が
、
中
に
は
鉄
板
表

面
を
あ
た
か
も
本
小
札
や
伊
予
札
を
連

ね
た
小
札
板
で
作
っ
た
か
の
よ
う
に
装

飾
し
た
「
当
世
小
札
」「
切
付
小
札
」

と
い
う
も
の
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
三
種
類
が
、
小
札
の
主
な
種
類

で
す
。
小
札
の
枚
数
や
鉄
札
を
配
す
る

位
置
な
ど
に
時
代
的
特
徴
が
現
れ
る
た

め
、
博
物
館
な
ど
で
甲
冑
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
小
札
で
構
成

さ
れ
る
部
分
を
注
意
し
て
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。�

（
浅
野
太
一
）

甲
冑
の
話
題
─
─
─
�

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

前
立

長
側

背面（着用者から見て）左側面

前
立
挙

後
立
挙

正面

図１

参考

伊予札 本小札

板札
図２（山上八郎著『日本甲冑の新研究』上から転載）

矢
筈
頭

小
札
頭

碁
石
頭
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去
る
八
月
九
日
、
公
益
財
団
法
人
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
（
酒
井
忠
久
会

長
、
以
下
「
日
刀
保
」）
主
催
の
二
〇

二
四
年
度
「
現
代
刀
職
展
」
表
彰
式
が
、

第
一
ホ
テ
ル
両
国
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
山
田
宏
参

議
院
議
員
（
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存

振
興
す
る
議
員
連
盟
事
務
局
長
）、
小

林
万
里
子
文
化
庁
審
議
官
、
高
村
正
彦

元
外
務
大
臣
（
日
刀
保
名
誉
顧
問
）
が

臨
席
さ
れ
、
当
組
合
か
ら
伊
波
賢
一
副

理
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
午
後
一
時
半
か
ら
執
り
行

わ
れ
、
酒
井
会
長
の
主
催
者
挨
拶
に
始

ま
り
、
次
に
来
賓
の
山
田
議
員
、
小
林

審
議
官
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、そ
の
後
、

各
部
門
の
審
査
員
が
紹
介
さ
れ
、
審
査

会
経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
作
刀
の
部
三
四
点
、
研

磨
の
部
八
五
点
、
刀
身
彫
の
部
四
点
、

彫
金
の
部
二
〇
点
、
白
鞘
の
部
七
点
、

刀
装
の
部
六
点
、
柄
前
の
部
一
四
点
、

白
銀
の
部
九
点
で
し
た
（
無
鑑
査
出
品

を
除
く
）。

　
続
い
て
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
各
部
門

の
特
賞
授
賞
者
に
賞
状
と
賞
杯
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

○
作
刀
の
部

太
刀
・
刀
・
脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部
、

︿
高
松
宮
記
念
賞
﹀
清
水
達
吉
、︿
薫

山
賞
﹀
曽
根
寛
、︿
寒
山
賞
﹀
加
藤
政

也
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
森
國
利
文

短
刀
・
剣
の
部
、︿
薫
山
賞
﹀
松
川
隆
、

︿
寒
山
賞
﹀
吉
田
政
也
、︿
日
刀
保
会

長
賞
﹀
月
山
一
郎

○
研
磨

鎬
造
の
部
、︿
文
部
科
学
大
臣
賞
﹀

倉
田
竜
太
郎
、︿
木
屋
賞
﹀
大
門
健

士
郎
（
平
造
の
部
に
て
日
刀
保
会
長

賞
も
受
賞
）、︿
竹
屋
賞
﹀井
上
聡
、︿
千

葉
賞
﹀
玉
置
城
二
（
研
磨
平
造
の
部

に
て
薫
山
賞
も
受
賞
）、︿
薫
山
賞
﹀

松
尾
清
健
、︿
寒
山
賞
﹀松
村
壮
太
郎
、

︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
菊
池
真
修

　
平
造
の
部
、︿
寒
山
賞
﹀
真
津
仁
彰

○
刀
身
彫
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀

柏
木
幸
治

○
彫
金
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
川

島
義
之

○
白
鞘
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
森

井
敦
央

○
柄
前
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
久

保
謙
太
郎

○
白
銀
の
部
、︿
日
刀
保
会
長
賞
﹀
三

島
幹
則

　
そ
の
ほ
か
、
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入

選
な
ど
多
く
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
審
査
員
代
表
者
に
よ
る

講
評
が
あ
り
、
作
刀
の
部
で
は
河
内
道

雄
氏
か
ら
、「
作
刀
技
術
の
向
上
が
見

ら
れ
た
が
上
位
の
作
品
と
下
位
の
差
が

大
き
く
な
り
、
下
位
の
作
品
に
不
完
全

な
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
礎

を
学
び
直
す
意
味
で
先
輩
方
に
も
う
一

度
し
っ
か
り
と
指
導
を
仰
ぐ
よ
う
に
」

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
河
内
審
査
員
は
毎
年
受
賞
者
が
書
か

れ
た
コ
メ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て

い
て
内
容
を
読
む
た
び
に
「
一
年

間
必
死
で
作
刀
し
て
出
品
し
て
き

た
こ
と
が
伝
わ
り
、
職
人
と
し
て

共
感
を
覚
え
、
五
十
数
年
前
の
駆

け
出
し
の
弟
子
生
活
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
心
を
新
た
に
し
て
い

る
。
継
続
は
力
な
り
、
高
度
な
刀

職
技
術
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
わ
れ
わ
れ
刀
職
者
の
使
命
、

今
後
も
努
力
を
惜
し
ま
な
い
よ
う

に
」
と
若
い
刀
匠
た
ち
を
激
励
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
研
磨
の
部
で
は
臼
木
良
彦
氏
か

ら
、「
研
磨
技
術
の
向
上
は
顕
著

で
、
特
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は

ど
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
ば

か
り
で
あ
っ
た
が
、
出
品
作
の
中

に
は
、
や
は
り
下
地
の
悪
い
も
の
数
点

あ
り
、
こ
れ
は
刀
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す

も
の
な
の
で
一
つ
一
つ
の
作
業
を
丁
寧

に
行
う
よ
う
に
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
今
回
は
松
村
壮
太
郎
研
師
が

日
刀
保
無
鑑
査
に
認
定
さ
れ
、
認
定
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
筆
者
に
と
っ
て

は
同
世
代
の
友
人
が
無
鑑
査
に
な
っ
た

こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、
刀
剣
界
の
将

来
に
と
っ
て
と
て
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
、
高
松
宮

記
念
賞
を
受
賞
さ
れ
た
清
水
達
吉
氏
よ

り
答
辞
と
、
一
月
に
発
生
し
た
石
川
能

登
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
お
悔

や
み
と
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願

う
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
滞
り
な
く
表
彰

式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
閉
会
後
は
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
の
皆
さ
ん
の
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
笑
顔
で
談
笑
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
瀬
下
昌
彦
）

刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

栄
冠
を
獲
得
し
た
現
代
の
匠
た
ち

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会「
現
代
刀
職
展
」表
彰
式

「現代刀職展」表彰式（第一ホテル両国）

第 17 回
「お守り刀展覧会」

審査結果

　公益財団法人日本刀文化振興協会（大野義光理事長）は、
去る６月８日、第 14 回「新作日本刀 研磨 外装 刀職技術
展覧会」の授賞式を、長野県坂城町「鉄の展示館」におい
て執り行った。各部門・分野の受賞者は右の通り。

受賞者の皆さんと主催関係者

【作刀】
文部科学大臣賞・経済産業大臣賞
 月山　一郎
公益財団法人日本刀文化振興協会
　会長賞 宮入　　陽
長野県知事賞 上山　陽三
金賞第一席 明珍　裕介
金賞第二席 河内　一平
金賞第三席 根津　　啓
銀賞第一席 冨岡慶一郎
銅賞第一席 吉田　政也
銅賞第二席 森　　光秀

観光庁長官賞 阿部聡一郎
公益財団法人日本刀文化振興協会
　会長賞 相良　雄一
信濃毎日新聞社賞 三浦　弘貴
金賞第一席 水田　吉政
銀賞第一席 藤川　二朗

【刀装具】
坂城町教育長賞 稲田憲太郎
金賞第二席 川上　　登
金賞第三席 山下　仁義
銀賞第一席 Ford Hallam
銀賞第二席 長内　勝義
銀賞第三席 Marcus Chambers
銅賞第一席 Jeff  BRODERICK
銅賞第二席 渋谷　充輝

【白銀】
金賞第一席 松本　　豊
金賞第二席 杉山　英明
銀賞第一席 松川　泰典

【白鞘】
金賞第一席 古川　和幸
金賞第二席 田澤　敦嗣
銀賞第一席 佐藤ひなの
銀賞第二席 大平　善之

【柄巻き】
公益財団法人日本刀文化振興協会
　会長賞 遠山　和康
金賞第二席 平山　直弥
金賞第三席 山下　仁義
銀賞第一席 井上　裕隆

【鞘塗り】
坂城町長賞 小山　光秀

【拵】
銀賞第一席 佐藤ひなの

受賞者一覧
第14回

新作日本刀 研磨 外装 刀職技術展覧会

優秀賞第一席 長津　祐介
優秀賞第二席 三浦　弘貴
優秀賞第三席 吉野　弘美
優秀賞第四席 菅野　尚子
優秀賞第五席 下村　容子
佳　作 澤田　康則
佳　作 髙橋　稔直

第８回 “Sword Oshigata Art”

作刀・刀身彫刻部門

研磨部門

刀装部門

　
こ
の
度
、
久
保
善
博
刀
匠
が
、
二
〇

二
五
年
度
の
日
本
鉄
鋼
協
会
「
俵
論
文

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

昨
年
度
の
『
鉄
と
鋼
』
誌
に
発
表
さ
れ

た
論
文
「
た
た
ら
製
鉄
の
銑
生
成
に
及

ぼ
す
砂
鉄
中TiO

2

濃
度
の
影
響
」
が

認
め
ら
れ
た
も
の
。

　
本
賞
は
、
大
正
四
年（
一
九
一
五
）の

日
本
鉄
鋼
協
会
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
東

京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
俵
国
一
博
士
の

功
績
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

日
本
鉄
鋼
協
会
の
論
文
誌
『
鉄
と
鋼
』

に
掲
載
さ
れ
た
前
一
カ
年
の
論
文
を
審

査
し
、
学
術
上
・
技
術
上
最
も
有
益
な

論
文
を
寄
稿
し
た
者
に
授
与
さ
れ
る
。

　
主
な
受
賞
理
由
は
次
の
通
り
。

　
本
論
文
は
、
た
た
ら
製
鉄
の
原
料
で

あ
る
砂
鉄
の
性
状
差
に
着
眼
し
、
特
に

原
料
中TiO

2

の
重
要
性
を
世
界
で
初

め
て
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
い
た

た
ら
の
操
業
技
術
力
に
よ
っ
て
、
安
定

し
た
貴
重
な
小
型
実
験
炉
の
デ
ー
タ
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
原
料

条
件
に
よ
る
操
業
と
製
品
性
状
の
変
化

が
緻
密
に
調
査
さ
れ
、
従
来
は
不
純
物

と
考
え
ら
れ
て
い
たTiO

2

の
重
要
な

役
割
が
、
鉱
物
学
的
及
び
熱
力
学
的
な

考
察
の
上
で
解
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
原
料
選
鉱
方
法
の
変
遷
が
、
た
た

ら
製
鉄
法
の
栄
枯
に
与
え
た
影
響
を
も

技
術
史
的
に
俯
瞰
さ
れ
て
い
る
。

　
同
論
文
の
研
究
成
果
は
、
日
本
古
来

の
た
た
ら
製
鉄
法
が
持
つ
製
鉄
技
術
と

し
て
の
特
殊
性
を
明
示
す
る
も
の
で
あ

り
、
製
鉄
技
術
の
理
解
に
留
ま
ら
ず
技

術
史
な
ど
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

こ
ろ
も
大
き
い
。

　
着
眼
の
独
創
性
の
高
さ
と
現
代
技
術

を
も
っ
て
、
日
本
の
古
代
技
術
の
合
理

性
に
果
敢
に
切
り
込
む
斬
新
な
論
文
で

あ
り
、
俵
論
文
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判

断
で
き
る
。

久
保
善
博
刀
匠
が
日
本
鉄
鋼
協
会

「
俵
論
文
賞
」を
受
賞
へ

〈総合の部〉
一席・特賞： 文部科学大臣賞：上山陽三
二席・入賞：宮入　陽

〈刀身の部〉
一席・特賞： 岡山県知事賞：上山陽三
二席・特賞：吉田康隆
三席・特賞：月山一郎
四席・入賞：宮入　陽
五席・入賞：吉田政也
六席・入賞：山下浩郎
佳　作　　：安藤祐介
佳　作　　：久保善博
佳　作　　：宮入　陽

〈外装の部〉（代表者）
一席・特賞：上山陽三
二席・特賞：木下宗憲／艶々／橋本幸律
三席・特賞：根津　啓

〈研磨の部〉
一席・特賞：関山和進
二席・特賞：松尾清健
三席・特賞：各務玄太
佳　作　　：阿部聡一郎

〈特別賞〉
プロテリアル賞：宗　正敏
駐日ポーランド共和国大使賞：月山一郎
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足
利
市
と
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明

会
は
こ
の
ほ
ど
、「
山や

ま

姥ん
ば

切ぎ
り

国
広
」（
足

利
市
民
文
化
財
団
所
蔵
、重
要
文
化
財
）

と
「
本
作
長
義
」（
徳
川
美
術
館
所
蔵
、

同
）
を
相
互
貸
与
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
来

年
開
催
す
る
展
覧
会
で
同
時
展
示
す
る

と
発
表
し
た
。

　
足
利
市
立
美
術
館
の
特
別
展
「
山
姥

切
国
広
展
」
で
来
年
二
月
八
日
～
三
月

二
十
三
日
に
、
徳
川
美
術
館
で
は
特
別

展
「
時
を
か
け
る
名
刀
」（
六
月
十
四

日
～
九
月
七
日
）
の
前
期
に
当
た
る
七

月
二
十
七
日
ま
で
展
示
さ
れ
る
。

　
両
者
に
よ
る
同
時
展
示
の
企
画
名
は

「
伯
仲
燦
然（
は
く
ち
ゅ
う
さ
ん
ぜ
ん
）」。

輝
か
し
い
二
振
の
名
刀
が
同
時
に
展
示

さ
れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　「
本
作
長
義
」
と
「
山
姥
切
国
広
」
は
、

そ
の
姿
が
非
常
に
近
し
い
こ
と
か
ら
、

本
歌
（
本
作
長
義
）
と
写
し
（
山
姥
切

国
広
）
で
あ
る
と
伝
わ
り
、
双
方
が
今

日
ま
で
現
存
し
つ
つ
、
と
も
に
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
存
在

で
あ
る
。

　「
本
作
長
義
」を
主
君
よ
り
拝
領
し
た

足
利
長
尾
家
六
代
当
主
・
長
尾
顕
長
が

そ
れ
を
名
誉
と
し
、
国
広
に
そ
の
旨
の

銘
文
を
刻
ま
せ
、
ま
た「
本
作
長
義
」の

写
し
と
し
て
作
ら
せ
た
の
が
「
山
姥
切

国
広
」
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
顕
長
の
所
持
か
ら
お
よ
そ
百
年
後
、

「
本
作
長
義
」
は
尾
張
徳
川
家
の
所
蔵

と
な
り
今
日
ま
で
名
古
屋
に
、「
山
姥

切
国
広
」
は
今
年
、
作
刀
の
地
と
さ
れ

る
足
利
市
が
購
入
し
、
継
承
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
両
刀
の
同
時
展
示
は
、
平
成
九
年
に

東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
日

本
の
か
た
な
」
展
以
来
二
十
八
年
ぶ
り

と
な
る
。

　
な
お
、
両
展
覧
会
は
株
式
会
社
ニ
ト
ロ

プ
ラ
ス
の
『
刀
剣
乱
舞ONLINE

』
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
進
め
ら
れ
る
。

「
本
作
長
義
」と「
山
姥
切
国
広
」が

足
利
と
名
古
屋
で
同
時
展
示

　
全
日
本
刀
匠
会
会
長
や
公
益
財
団
法

人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
理
事
長
を
務

め
、
当
組
合
賛
助
会
員
で
も
あ
っ
た
吉

原
国
家
刀
匠
（
本
名
荘
二
）
は
昨
年
五

月
二
十
八
日
、
七
十
八
歳
で
逝
去
さ
れ

た
。
本
刀
は
最
後
の
作
品
で
あ
る
。

　
国
家
刀
匠
は
闘
病
中
も
し
ば
し
ば
葛

飾
区
高
砂
の
兄
・
義
人
刀
匠
の
鍛
錬
所

を
訪
れ
、
鍛
刀
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

た
ま
た
ま
焼
き
入
れ
の
公
開
を
一
門
関

係
者
に
懇
願
さ
れ
、義
人
刀
匠
の
弟
子
・

羽
岡
義
仁
君
の
鍛
え
た
平
造
り
刀
に
土

を
置
き
、
焠さ

い

刃じ
ん

し
た
の
が
本
刀
。
く
し

く
も
最
後
の
遺
作
と
な
っ
た
。
義
人
刀

匠
が
銘
を
切
り
、
終
生
の
盟
友
・
高
岩

節
夫
研
師
が
研
ぎ
上
げ
た
。
流
麗
な
丁

子
刃
を
焼
き
、映
り
も
鮮
や
か
で
あ
る
。

　
去
る
五
月
一
日
、
名
古
屋
市
中
区
栄

に
「
名
古
屋
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
／
名
古
屋

刀
剣
博
物
館
（
名
博
・
メ
ー
ハ
ク
）」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
同
館
は
日
本
の
伝
統
工
芸
・
伝
統
美

術
の
保
存
・
普
及
・
発
展
、
お
よ
び
名

古
屋
市
の
観
光
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　
東
建
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

創
業
者
の
左
右
田
鑑
穂
氏
が
収
集
し
た

日
本
刀
・
甲
冑
武
具
を
中
心
に
、
国
宝
・

重
要
文
化
財
指
定
品
を
含
む
約
五
〇
〇

振
の
刀
剣
を
所
蔵
。
最
大
で
刀
剣

二
〇
〇
振
、
甲
冑
五
〇
領
、
浮
世

絵
一
五
〇
点
、
火
縄
銃
・
古
式
西

洋
銃
三
五
〇
挺
の
展
示
可
能
な
ス

ペ
ー
ス
を
擁
し
、
デ
ジ
タ
ル
機
器

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
映
像
を
導
入
し
、

目
や
耳
で
楽
し
め
る
体
験
型
の
展

示
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
刀
剣
の
常
設
展
示
は
各
時
代
別

や
著
名
刀
工
、
所
蔵
し
た
武
将
ご

と
に
分
け
て
展
示
さ
れ
て
お
り
、

同
じ
く
常
設
展
示
と
な
る
甲
冑
は

多
様
性
を
示
す
多
く
の
形
式
の
作

品
が
一
堂
に
集
め
ら
れ
、
希
少
な

童
具
足
や
国
内
の
博
物
館
で
は
珍
し
い

立
ち
上
が
っ
た
武
者
姿
で
の
展
示
の
ほ

か
、
兜
、
面
頬
、
陣
羽
織
な
ど
が
種
類

ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
フ
ロ
ア
に
広
々

と
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
火
縄
銃
を
中
心
と
し
た
三
六
〇
挺
以

上
の
銃
砲
セ
ク
シ
ョ
ン
は
「
火
縄
銃
の

生
産
地
」「
火
縄
銃
の
用
途
と
砲
術
流

派
」「
火
縄
銃
に
見
る
芸
術
」
と
並
び
、

そ
れ
ぞ
れ
生
産
地
・
種
類
・
装
飾
と
い

う
テ
ー
マ
に
分
け
て
実
物
を
数
多
く
、

そ
の
違
い
が
見
比
べ
て
わ
か
る
よ
う
に

展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
空
気
銃
で
あ

る
「
気
砲
」
や
、
幕
末
に
輸
入
さ
れ
た

西
洋
銃
、
同
時
期
に
武
器
商
人
が
セ
ー

ル
ス
・
サ
ン
プ
ル
と
し
て
日
本
に
持
ち

込
ん
だ
大
砲
模
型
な
ど
の
希
少
品
も
あ

る
。
二
門
の
大
砲
の
う
ち
一
門
は
「
源

朝
臣
斉
昭
章
」
と
徳
川
斉
昭
の
落
款
の

入
っ
た
水
戸
藩
青
銅
砲
で
、
斉
昭
の
手

蹟
で
「
勇
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
勇
」
砲
と
呼
ば
れ
る
。
斉
昭

の
命
に
よ
っ
て
天
保
十
三
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
鋳
造
さ
れ
た
後
、
幕
府
に
献

上
さ
れ
た
七
四
門
の
う
ち
の
一
門
。
も

う
一
門
は
、
馬
関
戦
争
の
際
に
下
関
の

砲
台
に
配
備
さ
れ
た
鉄
製
の
洋
式
ブ
ロ

ム
フ
ィ
ー
ル
ド
鋳
造
砲
で
、
重
量
約
四

五
〇
㎏
に
及
ぶ
。

　
現
在
、
世
界
的
に
評
価
の

高
ま
っ
て
い
る
日
本
刀
、
甲

冑
武
具
、
浮
世
絵
や
火
縄
銃

が
こ
れ
だ
け
の
質
と
量
で
展

示
さ
れ
て
い
る
様
は
、
ま
さ

に
圧
巻
で
あ
り
、
多
く
の
来

館
者
は
驚
き
と
と
も
に
鑑
賞

さ
れ
て
い
た
。

　
同
博
物
館
の
よ
う
な
世
界

に
誇
れ
る
日
本
の
武
具
に
特

化
し
た
施
設
が
開
館
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
内
外
の
関
心

が
高
ま
り
、
私
た
ち
の
業
界

に
と
っ
て
も
大
き
な
力
に
な

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
う
れ
し

い
限
り
で
す
。

■
名
古
屋
刀
剣
博
物
館
／
名
古
屋
刀
剣

ワ
ー
ル
ド
　
〒
４
６
０-

０
０
０
８

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
三-

三
五-

四
三

https://www.m
eihaku.jp/

開
館
／
一
〇
～
一
七
時
、
月
曜
休
館

名
古
屋
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
／

名
古
屋
刀
剣
博
物
館
が
開
館

　
皆
さ
ん
は
「
弥
生
時
代
」
を
ど
の

よ
う
に
記
憶
し
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
弥
生
土
器
が
使
用
さ
れ
、
稲
作
と

鉄
器
が
始
ま
り
、
古
墳
が
出
現
す
る

ま
で
の
Ｂ
Ｃ
三
世
紀
か
ら
Ａ
Ｄ
三
世

紀
ご
ろ
ま
で
を
指
す
、
と
私
な
ど
も

す
っ
か
り
覚
え
込
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
今
や
そ
れ
は
定
説
で
は
な
く
な
っ

た
の
だ
。

　
高
校
の
日
本
史
の
教
科
書
は
令
和

五
年
、
先
史
時
代
を
中
心
に
大
き
く

改
訂
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
は
土
器
の

出
現
を
指
標
に
約
一
万
六
千
年
前
に
、

弥
生
時
代
は
水
田
稲
作
の
始
ま
り
を

指
標
に
約
二
千
八
百
年
前
に
開
始
期

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
縄
文
時
代
は
約
三
千
五

百
年
、
弥
生
時
代
は
約
四
百
年
ほ
ど

古
く
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

古
墳
時
代
へ
の
移
行
は
ほ
ぼ
従
来
通
り
三

世
紀
中
葉
と
さ
れ
る
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い

う
と
、
Ａ
Ｍ
Ｓ-

炭
素
一
四
年
代
測
定

法
と
い
う
自
然
科
学
の
手
法
が
導
入
さ
れ

た
の
が
主
要
因
だ
が
、
古
環
境
や
弥
生
人

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
関
し
て
も
酸
素
同
位
体
比
年

輪
年
代
法
や
核
ゲ
ノ
ム
分
析
と
い
っ
た
自

然
科
学
と
考
古
学
と
の
学
際
的
研
究
に

よ
っ
て
、
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
か
ら
だ
と
い
う
。

　
平
成
十
五
年
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

が
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
に
よ
り
行
っ
た

弥
生
土
器
付
着
の
炭
化
物
の
測
定
結
果
を

発
表
、
そ
の
後
の
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て

精
緻
化
さ
れ
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
た
。
そ

の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
著
者
の
藤
尾

さ
ん
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
ろ
、
藤
尾
さ
ん
と
は
「
鉄
の
技

術
と
歴
史
」
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
ば
し

ば
ご
一
緒
し
た
が
、
従
来
の
考
古
学
の
概

念
で
は
捉
え
切
れ
な
い
最
先
端
の
取
り
組

み
に
驚
か
さ
れ
た
。

　
本
書
で
は
、
紀
元
前
十
一
世
紀
に
九
州

北
東
部
や
山
陰
に
伝
播
し
た
も
の
の
、
補

助
的
存
在
だ
っ
た
稲
作
が
、
紀
元
前
十
世

紀
後
半
に
玄
界
灘
沿
岸
に
灌
漑
式
水
田
耕

作
が
伝
わ
っ
た
の
を
機
に
、
紀
元
前
七
世

紀
以
降
、
西
日
本
に
一
気
に
広
が
っ
た
と

い
う
、新
し
い
歴
史
像
が
描
き
出
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
導
か
れ
た
の
は
「
武
器
の
な

か
っ
た
時
代
に
武
器
を
持
ち
込
み
、
諍
い

に
は
武
器
を
用
い
て
解
決
を
図
る
と
い
う

政
治
的
手
段
を
行
使
す
る
社
会
、
そ
れ
が

弥
生
時
代
な
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
格

差
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
格
差
は
子
へ

と
継
承
さ
れ
て
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
う
格

差
社
会
、
人
口
増
加
が
も
た
ら
す
環
境
破

壊
や
結
核
な
ど
の
疾
病
、
ま
さ
に
現
代
社

会
の
縮
図
と
も
い
え
る
社
会
が
二
千
数
百

年
前
の
利
根
川
の
西
の
地
域
に
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
。」
と
あ
っ
て
、
身
に
つ

ま
さ
れ
る
。

（
土
子
民
夫
）

■
藤
尾
慎
一
郎
（
ふ
じ
お
・
し
ん
い
ち
ろ

う
）　
一
九
五
九
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。

九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
修
得
退

学
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究

大
学
院
大
学
名
誉
教
授
。
著
書
に
『
弥
生

変
革
期
の
考
古
学
』『
新
弥
生
時
代
―
五

〇
〇
年
早
か
っ
た
水
田
耕
作
』『
日
本
の

先
史
時
代
―
旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
・
古

墳
時
代
を
読
み
な
お
す
』
な
ど
多
数
。
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二
千
数
百
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
現
代
の
ル
ー
ツ

『
弥
生
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
』

藤
尾
慎
一
郎
著

　定
価︵
一
七
〇
〇
円
＋
税
︶
　吉
川
弘
文
館

名古屋の剣博物館のエントランス

圧巻の刀剣展示風景

刀

　銘  

此
ノ
刀
於
高
砂
吉
原
国
家
彩
刃
小
鍛
冶
義
人
誌
之

　
　
　鍛
義
仁
令
和
六
年
一
月
吉
日

遺作
紹介

撮
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■
筆
者
の
中
島
治
康
氏
は
書
籍
『
銃
砲

刀
剣
類
等
の
取
締
り
』
の
著
者
で
、
銃

砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
銃
刀
法
）

に
つ
い
て
の
解
説
も
し
ば
し
ば
発
表
さ

れ
て
い
る
。
い
わ
ば
銃
刀
法
の
権
威
で

あ
っ
た
。
次
掲
は
『
警
察
時
報
』
昭
和

五
十
三
年
一
月
号
に
所
載
の
一
文
だ
が
、

銃
刀
法
制
定
の
経
緯
や
背
景
、
登
録
制

度
を
取
り
巻
く
諸
事
情
に
詳
し
い
の

で
、
警
察
時
報
社
の
了
解
の
下
に
紹
介

す
る
。
な
お
、
デ
ー
タ
は
発
表
時
点
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

　�
　

　
刀
剣
ブ
ー
ム
に
は
か
げ
り
が
み
ら
れ

る
が
、
現
在
な
お
百
八
十
万
振
の
刀
剣

類
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
自

由
に
取
引
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
刀
剣
類
は
、
戦
前
に
お
い

て
は
特
別
の
規
制
を
受
け
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
が
、
戦
後
占
領
政
策
の
一
環

と
し
て
の
民
間
武
器
回
収
命
令
を
契
機

に
、
厳
し
い
規
制
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
戦
後
三
十
年
を
経
た
今
日
、

そ
の
規
制
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
反
面
、
凶

器
使
用
犯
罪
防
止
上
規
制
強
化
を
望
む

声
も
か
な
り
強
い
も
の
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が

行
っ
て
い
る
「
刀
剣
類
の
登
録
」
と
い

う
、
日
頃
あ
ま
り
関
心
を
持
た
れ
な
い

行
政
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
よ
う
。

一

　登
録
の
性
格

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
以
下

法
と
い
う
）
に
お
い
て
は
、
法
第
三
条

第
一
項
各
号
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合

以
外
は
、
何
人
に
対
し
て
も
銃
砲
刀
剣

類
の
所
持
を
禁
止
し
て
い
る
。
法
第
三

条
第
一
項
各
号
の
内
容
は
多
様
で
あ
る

が
、
実
務
上
は
、
お
お
ね
次
の
三
つ
に

大
別
さ
れ
る
。

　①
所
持
許
可
を
受
け
た
場
合

　②�

法
令
に
基
づ
き
職
務
上
所
持
す
る

場
合
等
所
持
す
る
こ
と
に
公
共
性

が
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
が
悪
用
さ

れ
な
い
こ
と
の
保
証
が
あ
る
場
合

　③
登
録
を
受
け
た
場
合

　
こ
の
う
ち
前
二
者
に
つ
い
て
は
当
然

の
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、「
登

録
を
受
け
た
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
割

り
切
れ
な
い
感
じ
を
持
つ
人
が
多
い
。

　
行
政
上
「
登
録
」
と
は
、
特
定
の
法

律
事
実
又
は
法
律
関
係
の
存
在
を
確
認

す
る
行
政
行
為
で
あ
り
、こ
の
場
合
は
、

美
術
品
と
し
て
価
値
の
あ
る
刀
剣
で
あ

る
こ
と
を
公
の
権
威
（
登
録
審
査
員
の

鑑
定
結
果
）
を
も
っ
て
確
認
す
る
行
為

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
登
録
す
る
こ

と
が
直
ち
に
刀
剣
類
の
所
持
を
合
法
な

も
の
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
登
録
さ
れ
た
刀
剣
の
所
持
が
適
法
な

も
の
と
さ
れ
る
の
は
、
法
第
三
条
第
一

項
第
四
号
の
規
定
に
よ
っ
て
登
録
刀
剣

類
の
所
持
が
合
法
な
も
の
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
刀
剣
類
の
う
ち
、
許
可
に
か
か
る
も

の
の
所
持
は
「
祭
礼
等
の
年
中
行
事
に

用
い
る
刀
剣
類
そ
の
他
の
刀
剣
類
で
所

持
す
る
こ
と
が
一
般
の
風
俗
慣
習
上
や

む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
に

限
っ
て
、例
外
的
に
許
可
さ
れ
る
が（
昭

和
五
十
一
年
末
で
七
二
六
五
振
許
可
）、

こ
れ
に
反
し
、
登
録
に
か
か
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
発
見
拾
得
届
を
す
れ
ば
大

部
分
が
登
録
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ

り
、
そ
の
数
は
百
八
十
万
振
に
達
し
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
多
数
の
刀
剣
類
は
、

ど
う
い
う
わ
け
で
無
条
件
に
所
持
が
許

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
立
法
の
経
過
を
み
て
み
る

こ
と
が
必
要
の
よ
う
で
あ
る
。

二

　登
録
制
度
の
沿
革

　
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
連
合
軍
最

高
司
令
官
は
、
わ
が
国
の
完
全
な
武
装

解
除
と
再
軍
備
を
禁
止
す
る
趣
旨
の
下

に
、
一
般
命
令
第
一
号
（
九
月
二
十
日

発
効
）
を
も
っ
て
、「
一
般
国
民
の
所

有
す
る
す
べ
て
の
武
器
を
収
集
」、
か

つ
、
引
渡
す
た
め
の
準
備
を
す
べ
き
こ

と
を
指
示
し
た
。
こ
こ
に
い
う
武
器
に

は
、
旧
軍
人
が
所
有
す
る
も
の
だ
け
で

な
く
国
内
に
あ
る
す
べ
て
の
刀
剣
類
が

含
ま
れ
て
い
た
。
日
本
刀
に
よ
る
切
込

み
に
悩
ま
さ
れ
た
米
軍
が
日
本
刀
に
対

し
て
抱
い
て
い
た
〝
お
そ
れ
〟
の
反
映

か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
九
月

二
十
四
日
付
覚
書
「
民
間
人
所
有
の
け

ん
銃
、
小
銃
、
刀
剣
類
の
回
収
に
関
す

る
件
」、
十
月
二
十
三
日
付
覚
書
「
日

本
民
間
人
の
武
器
の
引
渡
に
関
す
る

件
」
が
、
次
々
と
発
せ
ら
れ
た
。

　
政
府
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
覚
書

の
趣
旨
を
履
行
す
る
た
め
九
月
十
五
日

付
警
保
局
長
名
通
牒
「
武
器
引
渡
命
令

に
対
す
る
緊
急
措
置
に
関
す
る
件
」
を

発
し
、
民
間
所
有
の
刀
剣
類
を
昭
和
二

十
年
十
月
十
日
ま
で
に
も
よ
り
の
警
察

署
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
が
、
こ

の
通
達
に
お
い
て
回
収
引
渡
の
免
除
を

受
け
た
私
有
の
猟
用
銃
及
び
美
術
刀
剣

類
に
つ
い
て
は
、
仮
許
可
証
を
交
付
し

そ
の
所
持
を
認
め
た
。

　
も
っ
と
も
、
免
除
の
範
囲
に
つ
い
て

は
「
善
意
の
日
本
人
が
所
有
す
る
骨
と

う（
注
・
美
術
的
）

的
価
値
の
あ
る
刀
剣
は
、
審
査
の
う

え
で
日
本
人
に
保
管
を
許
す
」
と
さ
れ

て
お
り
、
骨
と
う
的
価
値
を
審
査
す
る

権
限
は
連
合
国
側
に
あ
り
、
刀
剣
類
の

所
有
権
の
有
無
も
明
確
で
な
く
保
管
の

み
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
の

覚
書
に
よ
っ
て
刀
剣
類
の
審
査
権
を
日

本
政
府
に
委
ね
る
こ
と
、
日
本
政
府
は

刀
剣
審
査
委
員
会
を
組
織
し
て
審
査
に

当
た
る
こ
と
、
審
査
の
結
果
美
術
品
と

し
て
価
値
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
所
持

許
可
を
与
え
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
、
こ

れ
に
対
応
し
て
昭
和
二
十
一
年
六
月
十

五
日
第
三
百
号
を
も
っ
て
「
銃
砲
等
所

持
禁
止
令
」
が
公
布
さ
れ
た
。

　
こ
の
勅
令
に
よ
る
刀
剣
審
査
は
、
昭

和
二
十
一
年
十
月
十
四
日
を
期
限
と
し

て
全
国
的
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
に
所

持
許
可
を
与
え
ら
れ
た
刀
剣
類
は
約
八

万
振
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
の
刀
剣
類
は
所
持
は
認
め
ら
れ
た

が
、
こ
れ
を
譲
渡
売
買
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
前
述
の
審
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
者
や
愛
刀
家
の
強

い
陳
情
が
効
を
奏
し
、
昭
和
二
十
三
年

二
月
の
覚
書
に
よ
っ
て
、
公
安
委
員
会

が
真
に
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た

と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
別
の

審
査
を
行
い
所
持
許
可
を
す
る
こ
と
及

び
許
可
を
受
け
て
所
持
す
る
刀
剣
類
を

売
買
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
結

果
、
総
計
十
五
万
振
の
刀
剣
類
が
許
可

を
得
て
所
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
二
回
の
措
置
に
よ
っ

て
も
許
可
を
受
け
る
機
会
を
逸
し
た

者
、
又
は
そ
の
後
に
お
い
て
偶
然
刀
剣

類
を
発
見
し
た
者
が
相
当
数
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
が
合
法
的
に
所
持
で
き
な
く
な

る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
と
し
て
、
愛

刀
家
に
よ
る
連
合
軍
最
高
司
令
部
へ
の

強
い
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
結
果
、
昭

和
二
十
四
年
三
月
の
覚
書
に
よ
っ
て

「
期
限
を
定
め
ず
、
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
随
時
審
査

を
行
い
許
可
し
て
も
よ
い
」
こ
と
と
な

り
、
こ
の
覚
書
に
よ
る
審
査
が
昭
和
二

十
五
年
の
銃
砲
刀
剣
類
等
所
持
取
締
令

が
制
定
さ
れ
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
（
昭

和
二
十
五
年
末
の
所
持
許
可
数
は
、
二

三
八
四
九
一
振
）。

　
そ
の
後
、
民
間
武
器
回
収
も
戦
後
五

年
を
経
過
し
て
お
お
む
ね
所
期
の
目
的

を
達
成
で
き
た
た
め
、
昭
和
二
十
五
年

五
月
二
十
九
日
付
覚
書
に
よ
り
、
統
砲

刀
剣
類
の
取
締
り
は
日
本
政
府
の
責
任

に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

規
制
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
必
要
あ
る
も
の
の
所
持
を
認
め

て
い
く
方
向
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
覚
書
に
基
づ
き
銃
砲
刀
剣
類
等

所
持
取
締
令
が
制
定
さ
れ
、
昭
和
二
十

五
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

が
、こ
の
際
美
術
刀
剣
類
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ま
で
の
許
可
に
代
え
て
現
行
の
登

録
制
が
採
用
さ
れ
、
ま
た
、「
発
見
拾

得
届
」
の
制
度
も
法
的
根
拠
を
も
っ
て

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三

　登
録
制
度
の
問
題
点

　
①
危
険
物
と
し
て
の
捉
え
方

　
登
録
制
度
の
発
足
の
状
況
か
ら
推
測

す
る
限
り
で
は
、
占
領
政
策
と
し
て
の

武
器
回
収
を
免
れ
る
た
め
に
誕
生
し
た

も
の
で
あ
り
、
日
本
政
府
の
意
向
と
し

て
、
危
害
予
防
上
刀
剣
類
を
規
制
し
よ

う
と
し
た
動
き
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ

の
後
の
変
遷
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
刀

剣
類
の
登
録
に
あ
た
っ
て
人
的
要
件
は

全
然
問
題
に
さ
れ
な
い
し
、
登
録
さ
れ

た
刀
剣
は
自
由
に
売
買
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
を
捉
え

て
み
る
と
、
刀
剣
類
が
法
上
危
険
物
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
不
思

議
な
こ
と
に
思
え
て
く
る
。

　
登
録
刀
剣
類
の
所
持
を
認
め
る
理
由

と
し
て
は
、
美
術
刀
剣
類
に
は
文
化
財

的
価
値
が
あ
り
、
そ
れ
は
民
族
の
貴
重

な
遺
産
で
も
あ
る
の
で
、
保
存
す
る
こ

と
が
社
会
的
要
請
に
応
え
る
こ
と
に
な

る
の
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
、
危
険
物
と
し
て
法
の
対
象
に
し
て

お
き
な
が
ら
、
精
神
病
者
で
も
暴
力
団

員
で
も
誰
で
も
所
持
で
き
る
建
前
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、

説
得
力
に
乏
し
い
。

　
危
険
物
行
政
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る

以
上
、
登
録
制
度
の
中
に
危
険
物
と
し

て
の
刀
剣
類
の
乱
用
を
抑
制
す
る
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
付

次
長
通
達
「
銃
砲
刀
剣
類
等
所
持
取
締

令
の
施
行
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、「
本

令
は
、
骨
と
う
品
又
は
美
術
品
と
し
て

価
値
の
あ
る
火
縄
式
火
器
又
は
美
術
品

と
し
て
価
値
の
あ
る
刀
剣
類
は
、
文
化

財
保
護
委
員
会
に
よ
る
登
録
制
度
に
改

め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
銃
砲
又

は
刀
剣
類
は
、
所
持
の
制
限
を
緩
和
し

て
も
治
安
上
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

も
比
較
的
少
な
く
、
む
し
ろ
文
化
財
と

し
て
の
保
護
活
動
の
観
点
か
ら
こ
れ
を

文
化
財
保
護
委
員
会
の
行
政
上
の
監
督

に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
治
安
上
の
観
点
か
ら
こ

れ
を
全
く
放
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
統
砲

刀
剣
類
の
移
動
に
つ
い
て
通
知
を
受

け
、
こ
れ
に
よ
り
そ
の
動
態
を
察
知
し

う
る
よ
う
な
法
的
措
置
が
と
ら
れ
た
の

で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
背
景
に
は
、

次
の
よ
う
な
登
録
の
実
態
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
愛
刀
家
や
刀
剣
研
究
家
の
間

で
は
、
美
術
刀
剣
と
軍
刀
む
き
あ
る
い

は
軍
刀
程
度
と
い
わ
れ
る
実
用
的
刀
剣

と
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
二
十
年

代
の
登
録
は
値
打
ち
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
の
は
、
美
術
品
と
し
て
真
に
価
値
あ

る
も
の
が
登
録
さ
れ
、
実
用
的
刀
剣
類

は
排
除
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
事
実
、
数
量
的
に
も
登
録
制
度
発

足
当
時
は
管
理
可
能
な
も
の
で
あ
り
、

ま
た
登
録
さ
れ
た
美
術
的
価
値
の
あ
る

刀
剣
類
は
、
そ
れ
相
応
の
慎
重
な
取
扱

い
が
期
待
さ
れ
、
危
害
予
防
上
の
問
題

は
少
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　②
発
見
届
制
度
の
運
用

　
発
見
拾
得
届
は
「
爆
発
物
取
締
罰
則

第
七
条
」
と
同
様
に
、
銃
砲
刀
剣
類
の

よ
う
に
公
共
の
安
全
に
影
響
を
与
え
る

物
を
発
見
し
た
者
は
、
す
み
や
か
に
治

安
維
持
の
責
任
を
有
す
る
警
察
官
に
届

出
さ
せ
る
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
現
実
に
は
、
審
査
に
洩
れ
た
刀

剣
類
の
救
済
に
こ
の
制
度
が
利
用
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
法
制
定
後
の
発
見
届
状
況
は
次
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
文
化
財
的
価
値
を
有
す
る
美
術
刀
剣

が
戦
後
三
十
年
を
経
た
今
日
、
な
お
毎

年
数
万
振
も
発
見
さ
れ
、
な
お
隠
さ
れ

て
い
る
刀
剣
類
が
数
十
万
に
達
す
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
何
か
空

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
発
見
届

に
は
大
き
な
矛
盾
が
内
包
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
は
、
発
見
届
に
よ
り
不
法
所

持
が
合
法
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
前
記
の
発
見
届
さ
れ
た
も
の
の
大

部
分
は
戦
後
か
ら
不
法
所
持
さ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
と
か
理
由
を

つ
け
て
発
見
届
を
す
れ
ば
登
録
さ
れ
、

合
法
的
所
持
に
な
る
と
い
う
運
用
は
、

悪
意
の
な
い
不
法
所
持
に
は
社
会
的
制

裁
は
不
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
二
は
、
発
見
届
を
さ
れ
た
多
数

の
刀
剣
類
が
不
法
所
持
さ
れ
て
い
た
段

階
で
格
別
問
題
を
生
じ
な
か
っ
た
こ
と

は
、
刀
剣
類
の
所
持
に
つ
い
て
規
制
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
発
見
届
、
登

録
制
度
は
占
領
政
策
の
後
遺
症
と
い
わ

れ
て
も
や
む
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
る
、

　③
実
態
把
握
の
困
難
性

　
法
は
、
刀
剣
類
を
一
応
は
危
険
物
と

し
て
捉
え
て
い
る
の
で
、
教
育
委
員
会

が
登
録
し
た
場
合
及
び
法
第
十
七
条
に

基
づ
く
譲
受
等
の
届
出
を
受
理
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
安
委
員
会
に
通

知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

刀
剣
類
の
動
態
を
常
時
確
実
に
把
握
し

て
お
く
た
め
の
手
段
と
し
て
定
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
転
々
と
自
由
に
売

買
さ
れ
、
ま
た
所
持
者
自
身
の
異
動
も

激
し
い
今
日
、
特
徴
の
少
な
い
刀
剣
類

の
実
態
を
掌
握
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
。
現
に
、
押
収
し
た
刀
剣

に
つ
い
て
そ
の
登
録
の
有
無
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
近
い
状
態
に

な
っ
て
お
り
、
再
交
付
申
請
に
つ
い
て

も
原
本
の
発
見
に
苦
労
し
て
い
る
の
が

教
育
委
員
会
の
実
態
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＊

　
刀
剣
類
の
登
録
制
度
に
は
、
以
上
の

ほ
か
に
も
間
題
が
多
い
が
、
戦
後
三
十

年
を
経
て
き
た
だ
け
に
簡
単
に
変
更
で

き
る
問
題
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
後

の
こ
の
制
度
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く

に
は
、
そ
の
実
態
と
問
題
点
を
よ
く
承

知
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
問

題
提
起
の
つ
も
り
で
筆
を
と
っ
た
が
、

あ
く
ま
で
も
私
見
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を

お
断
り
す
る
。

登
録
刀
剣
類
の
過
去
と
現
在
─
今
後
の
登
録
制
度
の
あ
り
方
を
考
え
て

警
察
庁
保
安
課
理
事
官

警 

視 

正  

中
島 

治
康

年 届出数 年 届出数
昭33 23,276 　43 62,457
　34 88,391 　44 68,023
　35 43,282 　45 72,285
　36 46,630 　46 78,491
　37 52,813 　47 83,765
　38 46,033 　48 87,328
　39 64,255 　49 64,632
　40 80,605 　50 49,870
　41 52,721 　51 39,586
　42 54,518
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足
利
市
と
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明

会
は
こ
の
ほ
ど
、「
山や

ま

姥ん
ば

切ぎ
り

国
広
」（
足

利
市
民
文
化
財
団
所
蔵
、重
要
文
化
財
）

と
「
本
作
長
義
」（
徳
川
美
術
館
所
蔵
、

同
）
を
相
互
貸
与
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
来

年
開
催
す
る
展
覧
会
で
同
時
展
示
す
る

と
発
表
し
た
。

　
足
利
市
立
美
術
館
の
特
別
展
「
山
姥

切
国
広
展
」
で
来
年
二
月
八
日
～
三
月

二
十
三
日
に
、
徳
川
美
術
館
で
は
特
別

展
「
時
を
か
け
る
名
刀
」（
六
月
十
四

日
～
九
月
七
日
）
の
前
期
に
当
た
る
七

月
二
十
七
日
ま
で
展
示
さ
れ
る
。

　
両
者
に
よ
る
同
時
展
示
の
企
画
名
は

「
伯
仲
燦
然（
は
く
ち
ゅ
う
さ
ん
ぜ
ん
）」。

輝
か
し
い
二
振
の
名
刀
が
同
時
に
展
示

さ
れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　「
本
作
長
義
」
と
「
山
姥
切
国
広
」
は
、

そ
の
姿
が
非
常
に
近
し
い
こ
と
か
ら
、

本
歌
（
本
作
長
義
）
と
写
し
（
山
姥
切

国
広
）
で
あ
る
と
伝
わ
り
、
双
方
が
今

日
ま
で
現
存
し
つ
つ
、
と
も
に
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
存
在

で
あ
る
。

　「
本
作
長
義
」を
主
君
よ
り
拝
領
し
た

足
利
長
尾
家
六
代
当
主
・
長
尾
顕
長
が

そ
れ
を
名
誉
と
し
、
国
広
に
そ
の
旨
の

銘
文
を
刻
ま
せ
、
ま
た「
本
作
長
義
」の

写
し
と
し
て
作
ら
せ
た
の
が
「
山
姥
切

国
広
」
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
顕
長
の
所
持
か
ら
お
よ
そ
百
年
後
、

「
本
作
長
義
」
は
尾
張
徳
川
家
の
所
蔵

と
な
り
今
日
ま
で
名
古
屋
に
、「
山
姥

切
国
広
」
は
今
年
、
作
刀
の
地
と
さ
れ

る
足
利
市
が
購
入
し
、
継
承
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
両
刀
の
同
時
展
示
は
、
平
成
九
年
に

東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
日

本
の
か
た
な
」
展
以
来
二
十
八
年
ぶ
り

と
な
る
。

　
な
お
、
両
展
覧
会
は
株
式
会
社
ニ
ト
ロ

プ
ラ
ス
の
『
刀
剣
乱
舞ONLINE

』
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
進
め
ら
れ
る
。

「
本
作
長
義
」と「
山
姥
切
国
広
」が

足
利
と
名
古
屋
で
同
時
展
示

　
全
日
本
刀
匠
会
会
長
や
公
益
財
団
法

人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
理
事
長
を
務

め
、
当
組
合
賛
助
会
員
で
も
あ
っ
た
吉

原
国
家
刀
匠
（
本
名
荘
二
）
は
昨
年
五

月
二
十
八
日
、
七
十
八
歳
で
逝
去
さ
れ

た
。
本
刀
は
最
後
の
作
品
で
あ
る
。

　
国
家
刀
匠
は
闘
病
中
も
し
ば
し
ば
葛

飾
区
高
砂
の
兄
・
義
人
刀
匠
の
鍛
錬
所

を
訪
れ
、
鍛
刀
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

た
ま
た
ま
焼
き
入
れ
の
公
開
を
一
門
関

係
者
に
懇
願
さ
れ
、義
人
刀
匠
の
弟
子
・

羽
岡
義
仁
君
の
鍛
え
た
平
造
り
刀
に
土

を
置
き
、
焠さ

い

刃じ
ん

し
た
の
が
本
刀
。
く
し

く
も
最
後
の
遺
作
と
な
っ
た
。
義
人
刀

匠
が
銘
を
切
り
、
終
生
の
盟
友
・
高
岩

節
夫
研
師
が
研
ぎ
上
げ
た
。
流
麗
な
丁

子
刃
を
焼
き
、映
り
も
鮮
や
か
で
あ
る
。

　
去
る
五
月
一
日
、
名
古
屋
市
中
区
栄

に
「
名
古
屋
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
／
名
古
屋

刀
剣
博
物
館
（
名
博
・
メ
ー
ハ
ク
）」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
同
館
は
日
本
の
伝
統
工
芸
・
伝
統
美

術
の
保
存
・
普
及
・
発
展
、
お
よ
び
名

古
屋
市
の
観
光
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　
東
建
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

創
業
者
の
左
右
田
鑑
穂
氏
が
収
集
し
た

日
本
刀
・
甲
冑
武
具
を
中
心
に
、
国
宝
・

重
要
文
化
財
指
定
品
を
含
む
約
五
〇
〇

振
の
刀
剣
を
所
蔵
。
最
大
で
刀
剣

二
〇
〇
振
、
甲
冑
五
〇
領
、
浮
世

絵
一
五
〇
点
、
火
縄
銃
・
古
式
西

洋
銃
三
五
〇
挺
の
展
示
可
能
な
ス

ペ
ー
ス
を
擁
し
、
デ
ジ
タ
ル
機
器

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
映
像
を
導
入
し
、

目
や
耳
で
楽
し
め
る
体
験
型
の
展

示
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
刀
剣
の
常
設
展
示
は
各
時
代
別

や
著
名
刀
工
、
所
蔵
し
た
武
将
ご

と
に
分
け
て
展
示
さ
れ
て
お
り
、

同
じ
く
常
設
展
示
と
な
る
甲
冑
は

多
様
性
を
示
す
多
く
の
形
式
の
作

品
が
一
堂
に
集
め
ら
れ
、
希
少
な

童
具
足
や
国
内
の
博
物
館
で
は
珍
し
い

立
ち
上
が
っ
た
武
者
姿
で
の
展
示
の
ほ

か
、
兜
、
面
頬
、
陣
羽
織
な
ど
が
種
類

ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
フ
ロ
ア
に
広
々

と
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
火
縄
銃
を
中
心
と
し
た
三
六
〇
挺
以

上
の
銃
砲
セ
ク
シ
ョ
ン
は
「
火
縄
銃
の

生
産
地
」「
火
縄
銃
の
用
途
と
砲
術
流

派
」「
火
縄
銃
に
見
る
芸
術
」
と
並
び
、

そ
れ
ぞ
れ
生
産
地
・
種
類
・
装
飾
と
い

う
テ
ー
マ
に
分
け
て
実
物
を
数
多
く
、

そ
の
違
い
が
見
比
べ
て
わ
か
る
よ
う
に

展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
空
気
銃
で
あ

る
「
気
砲
」
や
、
幕
末
に
輸
入
さ
れ
た

西
洋
銃
、
同
時
期
に
武
器
商
人
が
セ
ー

ル
ス
・
サ
ン
プ
ル
と
し
て
日
本
に
持
ち

込
ん
だ
大
砲
模
型
な
ど
の
希
少
品
も
あ

る
。
二
門
の
大
砲
の
う
ち
一
門
は
「
源

朝
臣
斉
昭
章
」
と
徳
川
斉
昭
の
落
款
の

入
っ
た
水
戸
藩
青
銅
砲
で
、
斉
昭
の
手

蹟
で
「
勇
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
勇
」
砲
と
呼
ば
れ
る
。
斉
昭

の
命
に
よ
っ
て
天
保
十
三
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
鋳
造
さ
れ
た
後
、
幕
府
に
献

上
さ
れ
た
七
四
門
の
う
ち
の
一
門
。
も

う
一
門
は
、
馬
関
戦
争
の
際
に
下
関
の

砲
台
に
配
備
さ
れ
た
鉄
製
の
洋
式
ブ
ロ

ム
フ
ィ
ー
ル
ド
鋳
造
砲
で
、
重
量
約
四

五
〇
㎏
に
及
ぶ
。

　
現
在
、
世
界
的
に
評
価
の

高
ま
っ
て
い
る
日
本
刀
、
甲

冑
武
具
、
浮
世
絵
や
火
縄
銃

が
こ
れ
だ
け
の
質
と
量
で
展

示
さ
れ
て
い
る
様
は
、
ま
さ

に
圧
巻
で
あ
り
、
多
く
の
来

館
者
は
驚
き
と
と
も
に
鑑
賞

さ
れ
て
い
た
。

　
同
博
物
館
の
よ
う
な
世
界

に
誇
れ
る
日
本
の
武
具
に
特

化
し
た
施
設
が
開
館
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
内
外
の
関
心

が
高
ま
り
、
私
た
ち
の
業
界

に
と
っ
て
も
大
き
な
力
に
な

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
う
れ
し

い
限
り
で
す
。

■
名
古
屋
刀
剣
博
物
館
／
名
古
屋
刀
剣

ワ
ー
ル
ド
　
〒
４
６
０-

０
０
０
８

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
三-

三
五-

四
三
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開
館
／
一
〇
～
一
七
時
、
月
曜
休
館

名
古
屋
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
／

名
古
屋
刀
剣
博
物
館
が
開
館

　
皆
さ
ん
は
「
弥
生
時
代
」
を
ど
の

よ
う
に
記
憶
し
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
弥
生
土
器
が
使
用
さ
れ
、
稲
作
と

鉄
器
が
始
ま
り
、
古
墳
が
出
現
す
る

ま
で
の
Ｂ
Ｃ
三
世
紀
か
ら
Ａ
Ｄ
三
世

紀
ご
ろ
ま
で
を
指
す
、
と
私
な
ど
も

す
っ
か
り
覚
え
込
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
今
や
そ
れ
は
定
説
で
は
な
く
な
っ

た
の
だ
。

　
高
校
の
日
本
史
の
教
科
書
は
令
和

五
年
、
先
史
時
代
を
中
心
に
大
き
く

改
訂
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
は
土
器
の

出
現
を
指
標
に
約
一
万
六
千
年
前
に
、

弥
生
時
代
は
水
田
稲
作
の
始
ま
り
を

指
標
に
約
二
千
八
百
年
前
に
開
始
期

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
縄
文
時
代
は
約
三
千
五

百
年
、
弥
生
時
代
は
約
四
百
年
ほ
ど

古
く
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

古
墳
時
代
へ
の
移
行
は
ほ
ぼ
従
来
通
り
三

世
紀
中
葉
と
さ
れ
る
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い

う
と
、
Ａ
Ｍ
Ｓ-

炭
素
一
四
年
代
測
定

法
と
い
う
自
然
科
学
の
手
法
が
導
入
さ
れ

た
の
が
主
要
因
だ
が
、
古
環
境
や
弥
生
人

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
関
し
て
も
酸
素
同
位
体
比
年

輪
年
代
法
や
核
ゲ
ノ
ム
分
析
と
い
っ
た
自

然
科
学
と
考
古
学
と
の
学
際
的
研
究
に

よ
っ
て
、
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
か
ら
だ
と
い
う
。

　
平
成
十
五
年
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

が
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
に
よ
り
行
っ
た

弥
生
土
器
付
着
の
炭
化
物
の
測
定
結
果
を

発
表
、
そ
の
後
の
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て

精
緻
化
さ
れ
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
た
。
そ

の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
著
者
の
藤
尾

さ
ん
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
ろ
、
藤
尾
さ
ん
と
は
「
鉄
の
技

術
と
歴
史
」
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
ば
し

ば
ご
一
緒
し
た
が
、
従
来
の
考
古
学
の
概

念
で
は
捉
え
切
れ
な
い
最
先
端
の
取
り
組

み
に
驚
か
さ
れ
た
。

　
本
書
で
は
、
紀
元
前
十
一
世
紀
に
九
州

北
東
部
や
山
陰
に
伝
播
し
た
も
の
の
、
補

助
的
存
在
だ
っ
た
稲
作
が
、
紀
元
前
十
世

紀
後
半
に
玄
界
灘
沿
岸
に
灌
漑
式
水
田
耕

作
が
伝
わ
っ
た
の
を
機
に
、
紀
元
前
七
世

紀
以
降
、
西
日
本
に
一
気
に
広
が
っ
た
と

い
う
、新
し
い
歴
史
像
が
描
き
出
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
導
か
れ
た
の
は
「
武
器
の
な

か
っ
た
時
代
に
武
器
を
持
ち
込
み
、
諍
い

に
は
武
器
を
用
い
て
解
決
を
図
る
と
い
う

政
治
的
手
段
を
行
使
す
る
社
会
、
そ
れ
が

弥
生
時
代
な
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
格

差
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
格
差
は
子
へ

と
継
承
さ
れ
て
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
う
格

差
社
会
、
人
口
増
加
が
も
た
ら
す
環
境
破

壊
や
結
核
な
ど
の
疾
病
、
ま
さ
に
現
代
社

会
の
縮
図
と
も
い
え
る
社
会
が
二
千
数
百

年
前
の
利
根
川
の
西
の
地
域
に
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
。」
と
あ
っ
て
、
身
に
つ

ま
さ
れ
る
。

（
土
子
民
夫
）

■
藤
尾
慎
一
郎
（
ふ
じ
お
・
し
ん
い
ち
ろ

う
）　
一
九
五
九
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。

九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
修
得
退

学
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究

大
学
院
大
学
名
誉
教
授
。
著
書
に
『
弥
生

変
革
期
の
考
古
学
』『
新
弥
生
時
代
―
五

〇
〇
年
早
か
っ
た
水
田
耕
作
』『
日
本
の

先
史
時
代
―
旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
・
古

墳
時
代
を
読
み
な
お
す
』
な
ど
多
数
。
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二
千
数
百
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
現
代
の
ル
ー
ツ

『
弥
生
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
』
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催 事 情 報

　東広島ゆかりの刀鍛冶に大山住宗重と銘する刀工がいま
す。大山鍛冶は、建武年間頃（14世紀中頃）に筑前の左一
派が大山（東広島市八本松町・広島市安芸区瀬野）に来住
したと言われる、中世の芸州の刀工です。宗重は大山にお
いて室町時代中期から末期にかけて活躍し、数代続きまし
たが、現存する刀剣の数はわずかに限られています。本展は、
所在が確認された宗重の刀剣15振を一堂に展覧する初の機
会となります。
　また、鎌倉時代から江戸時代までの広島ゆかりの刀工による刀剣ならびに、県
内で活躍する現代刀匠の作品や、全国的に知られる景光・虎徹・助広などの名工
たちによる優れた刀剣のほか、鐔をはじめとする刀装具などを併せて紹介し、日
本刀の繊細で力強く、華やかな美の世界に迫ります。
会期：10月15日㈫～12月1日㈰

■東広島市立美術館
　〒739-0015�広島県東広島市西条栄町9-1　☎082-430-7117
　https://hhmoa.jp/next-exhibition/11128/

東広島市制施行50周年記念
「日本刀の美─大山住宗重と広島ゆかりの刀剣」

　日本刀は古来より武器や権力の象徴、信仰の対象として、
日本の歴史や文化に深く根づき存在してきました。現代で
は、およそ1000年にわたり受け継がれてきた製鉄や鍛錬、
研磨など、その日本刀製作の技術が高く評価されるととも
に、その固有の美しさから「鉄による最高の芸術品」として、
世界に誇る日本の美術工芸品、文化財となっています。
　ここ日南町は、豊富な山林資源と良質な砂鉄に恵まれて、
日本古来の製鉄技術「たたら」で栄え、日南町印賀の地で
生産した玉鋼は、日本一の良質な鋼として「印賀鋼」の名
は全国に知られました。
　本展は、印賀鋼の故郷を誇る地で、日本刀の美と技の魅
力に触れていただきます。米子市出身の刀職人親子、研師
の森井偲訓氏と鐵太郎氏、鞘師の敦央氏の三人が手掛けた27点を展示します。
会期：10月11日㈮～11月10日㈰

■日南町美術館
　〒689-5212�鳥取県日野郡日南町霞785　☎0859-77-1113
　http://culture.town.nichinan.tottori.jp/nichinan-museum/entry33.html

特別展「印賀鋼の故郷から 日本刀の美～森井父子3人の仕事Ⅱ」

　武士の時代において名刀は単に求めれば手に入るもので
はなく、所持者には刀に相応した「格」が求められました。
ゆえに刀は人そのものを表し、「もののふの魂」となったの
です。
　本展覧会では、前期展示として「もののふの魂」と題し、
日本の歴史に名を遺す武士ゆかりの名刀とともに、武士の
美意識を象徴する甲胄や拵なども併せてご紹介します。１章「武将の愛刀」では、
上杉謙信の指料と伝わる一文字の刀や、豊臣秀吉が奉納した三条宗近の太刀、明
智光秀の愛刀「明智近景」、伊達政宗が徳川家康から拝領したと伝わる郷義弘の名
刀など、武将と名刀の物語をご紹介します。２章「天下三作と大名の宝刀」では、
天下三作として世に珍重された正宗・吉光・郷義弘の名刀とともに、大名家が愛
蔵した宝刀を併せて展示します。
　後期展示は「名刀・美のひみつ」と題し、日本刀の鑑賞ポイントである「刃文」「地
鉄」「姿」の三つの要素から、名刀の美について迫ります。切れ味を保つため必要
不可欠である「刃文」、刀工の流派による個性が表れ、奥深い鉄の魅力を感じさせ
る「地鉄」、刀の反りや切先といった形状の美しさなど、名刀の持つ「姿」の美を
ご覧ください。
前期：9月13日㈮～12月1日㈰　後期：12月11日㈬～3月2日㈰

■秋水美術館
　〒930-0066�富山市千石町1丁目3-6　☎076-425-5700
　https://www.shusui-museum.jp/

日本刀物語Ⅱ

　令和6年夏、丸亀城では、京極家ゆかりの歴史的建造物で
ある延寿閣別館を宿泊施設とした城泊が始まりました。今回
の展覧会は城泊を記念して、3年ぶりに京極家伝来の「ニッ
カリ青江」を公開するとともに、日本美術刀剣保存協会四国
讃岐支部の協力のもと、さまざまな時や産地の名刀をはじめ、
刀剣を彩った刀装具の名品を展示します。また、讃岐ゆか
りの郷土刀や刀装具も展示し、讃岐で育まれた刀剣文化を併せてご紹介します。
会期：10月12日㈯～11月17日㈰

■丸亀市立資料館
　〒763-0025香川県丸亀市一番丁　☎0877-22-5366
　https://www.city.marugame.lg.jp/page/29179.html

企画展「ニッカリ青江公開展 かがやく日本刀の饗宴」

　肥後熊本の地で鍛えられた鉄の文化財、同田貫。同田貫は、
室町時代末期の九州・肥後国に活躍した菊池延寿鍛冶から生
まれた刀工一派。天正16年（1588）肥後入国を果たした加
藤清正のお抱え刀工となり、玉名に鍛冶場を移して熊本城
備刀を作った。文禄・慶長の役では朝鮮へも渡海し、かの
地でも鍛刀した。のちに頑丈であり冴える物切れから「兜割」
と称された同田貫は、清正の生きた時代雰囲気を今に伝えている。
　今回の展示では、戦国の世に全盛期を迎えた古刀末期の同田貫を紹介。「折れず
曲がらず」の実戦刀同田貫の迫力と魅力を堪能できる。
会期：10月2日㈬～12月22日㈰

■島田美術館
　〒860-0073�熊本市西区島崎4-5-28　☎096-352-4597
　https://www.shimada-museum.net/index.php

清正御用の刀鍛冶─同田貫展

　平成16年4月1日、小県郡東部町と北佐久郡北御牧村が合
併して誕生した東御市は、今年度市発足20周年を迎え、こ
の記念事業の一環として本企画展を開催する運びとなりま
した。
　本展は、江戸末期に活躍した東御市滋野出身の山浦真雄・
源清麿（山浦環）の山浦兄弟と真雄の子山浦兼虎、そして現在、東御市八重原に
鍛錬場を構え作刀する宮入法廣氏ら東御市ゆかりの刀工をテーマとした企画展
です。
　山浦兄弟は小県郡赤岩村の名主（郷士）のもとに生まれました。真雄は実践に
適した刀を求めて刀鍛冶を志します。江戸の氷心子秀世や、上田の河村三郎寿隆
に師事し、9歳年下の弟清麿に作刀の手ほどきをしたと伝わります。真雄は後に松
代藩真田幸貫に招かれ藩工となり、清麿は江戸の四谷で活躍したことから「四谷
正宗」と称され江戸三作の一人に数えられています。
　宮入法廣氏は人間国宝である隅谷正峯に師事し、平成22年に刀剣界で最高賞の
「正宗賞」を受賞しました。現在も流派に縛られずに作刀を行っています。高円宮
家の御守刀製作や、名刀「燭台切光忠」を再現するプロジェクトにも携わるなど、
活躍の幅は多岐にわたります。企画展ではそれぞれの刀工にスポットを当て、そ
の魅力と人気を探ります。
会期：9月14日㈯～11月24日㈰

■東御市梅野記念絵画館
　〒389-0406�長野県東御市八重原935-1　☎0268-61-6161
　https://www.umenokinen.com/exhibition/tomi-katana/

企画展「東御の刀鍛冶─繋ぐもの─
源清麿、山浦真雄、山浦兼虎、そして宮入法廣へ」

　刀剣や甲冑をはじめとする武器・武具類は、実
戦で用いられるのと同時に、武威や家格を誇示す
る宝物として珍重され、鑑賞の対象とされました。
優れた工芸技術と武家文化の隆盛を背景に、刀な
どの武器・武具は日本独自の発展を遂げ、今日で
は「サムライ・アート」とも称されます。現代に伝わる武士の遺愛の品は、消費
され失われた実用品とは一線を画し、いずれも武士の美意識や匠のこだわりを反
映しており、贅を尽くした逸品と言えます。また、歴史上の戦や軍記物語を題材
とした合戦絵や武者絵には、武具甲冑を身に帯び、刀を振るって戦う侍の勇姿が
溌剌と描かれています。
　本展では当館の収蔵品を中心として、刀剣・刀装具・甲冑・兜などを一堂
に展覧するとともに、絵画資料に描かれた武士の姿を紹介し、「サムライ・
アート」の魅力に迫ります。
会期：10月12日㈯～12月22日㈰

■東京富士美術館
　〒192-0016�東京都八王子市谷野町492-1　☎042-691-4511
　https://www.fujibi.or.jp/

特別展「サムライ･アート展
─刀剣･印籠･武具甲冑･武者絵･合戦絵」

　日本で作られた鉄製の刀剣類のことを日本刀と呼び、今
日まで多くの刀剣が受け継がれています。武器や権威の象
徴として役割を果たし、現在では美術工芸品として国内外
で高い評価を得ています。
　今回の企画展では、宮城県美術刀剣保存協会様にご協力い
ただきながら、前期はさまざまな時代や地域の刀剣、後期は
登米懐古館と登米市歴史博物館の刀剣を中心に展示します。
会期：9月14日㈯～11月17日㈰

■登米懐古館
　〒987-0702�宮城県登米市登米町寺池桜小路72-6　☎0220-52-3578
　https://www.city.tome.miyagi.jp/bunkazai/toukenn.html

企画展「刀身はキャンバス」

会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。

　刀剣は、かつて「武士の魂」とまで称され、武器
としての役割はもちろん、日本の文化とも深く関
わってきました。本展覧会では、三重を代表する
刀工、桑名の千子村正の作品をはじめ、鍵屋の辻（伊
賀市）の仇討ちで立ち回った荒木又右衛門の所用の
刀など、三重県ゆかりの刀剣59振を中心に、全69
振の刀剣を展示します。刀剣の美と技術をご堪能ください。
プロローグ　映像／刀を作る
第1章　歴史に見る刀剣　　　　第2章　三重の刀剣と刀工　
第3章　三重にまつわる刀剣　　第4章　拵（こしらえ）の美
エピローグ　技術の継承と刀剣の未来
会期：10月5日㈯～12月1日㈰

■三重県総合博物館
　〒514-0061�三重県津市一身田上津部田3060　☎059-228-2283
　https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/MieMu/82591046496.htm

開館10周年記念・第38回企画展
「刀剣 三重の刀とその刀工」

脇指　御勝山永貞

印刷／株式会社キタジマ


